
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
に
お
け
る
教
会
観
の
変
化
一
八
八
九
一
一
九
二
四
年
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キ
リ
ス
ト
教
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会
連
合
と
ウ
ィ
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テ
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井

上

ム
ロ、
マ

【
要
約
】
　
一
九
世
紀
後
半
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
そ
の
存
在
価
値
を
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
国
教
会
の
聖
職
者
が
出
し
た
ひ

と
つ
の
答
え
は
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
」
で
あ
っ
た
。
教
会
の
社
会
問
題
に
対
す
る
積
極
的
介
入
を
主
張
す
る
こ
の
理
念
は
、
二
〇
世
紀
を
迎
え
る
頃

に
は
国
教
会
内
に
多
く
の
支
持
者
を
得
て
い
た
が
、
そ
の
活
動
母
体
と
な
る
国
教
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
提
示
さ
れ
、

論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
特
に
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
の
中
心
的
組
織
で
あ
っ
た
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合
」
の
指
導
者
達
が
抱
い
て
い
た

凝
縮
的
な
教
会
観
と
、
そ
の
後
継
者
で
あ
る
テ
ン
プ
ル
が
主
張
し
て
い
た
拡
散
的
な
教
会
観
と
の
対
立
は
、
双
方
の
神
学
的
・
哲
学
的
背
景
の
相
違
も
あ

り
根
深
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
教
会
観
の
相
違
は
一
九
｝
九
年
の
授
権
法
の
策
定
過
程
に
お
い
て
顕
在
化
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
授
権
法
に
よ
っ

て
採
用
さ
れ
た
テ
ン
プ
ル
的
な
教
会
観
は
、
一
九
二
四
年
の
C
O
P
E
C
会
議
で
再
確
認
さ
れ
、
二
間
期
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
古
義
運
動
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
七
巻
五
号
　
二
〇
〇
四
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
六
世
紀
の
ヘ
ン
リ
ー
八
世
に
よ
る
宗
教
改
革
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
（
簿
Φ
9
母
。
げ
。
臨
穿
α
q
貯
践
）
は
国
教

と
し
て
存
在
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
歩
ん
で
き
た
道
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
で
も
、
一
九
世
紀
以
降
の
世
俗

主
義
・
自
由
主
義
・
合
理
主
義
の
隆
盛
は
、
そ
の
道
を
険
し
く
困
難
な
も
の
に
し
て
い
た
。
世
紀
後
半
に
は
、
国
教
会
は
事
実
上
国
教
の
地
位
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を
ほ
と
ん
ど
喪
失
し
て
お
り
、
そ
の
存
続
さ
え
も
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
。
六
〇
年
以
上
王
位
に
在
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
死
と
と
も
に
始

ま
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
二
〇
世
紀
は
、
新
し
い
時
代
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
新
し
い
時
代
の
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
行
政
的
側
面
に
お
け

る
国
家
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
中
か
ら
次
第
に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
こ
の
傾
向
は
、
世
紀
転
換
期
の
ボ
ー
ア
戦
争
を
契
機
に
明
確

に
強
ま
り
、
第
　
壮
大
戦
中
に
ひ
と
つ
の
頂
点
を
迎
え
る
。
こ
の
よ
う
な
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
社
会
状
況
の
変
動
は
、

国
教
会
が
社
会
お
よ
び
国
家
と
の
関
係
に
お
い
て
、
自
己
の
位
置
を
改
め
て
設
定
し
な
お
す
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。

　
「
新
た
な
教
会
」
を
目
指
す
改
革
の
原
動
力
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
（
○
ゲ
目
一
ω
侍
一
簿
昌
ω
O
O
一
9
0
一
一
ω
H
P
）
の
理
念
で
あ
っ

た
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
は
、
一
九
世
紀
申
葉
の
国
教
会
に
お
い
て
生
ま
れ
た
。
そ
れ
は
教
会
が
社
会
問
題
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
教
会
活
動
に
薪
た
な
地
平
を
切
り
開
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
一
八
八
九
年
に
設
立
さ
れ
た
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合
（
○
筐
呂
昏

ω
。
。
芭
d
巳
8
）
」
は
、
国
教
会
が
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
本
格
的
に
取
り
組
む
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
キ
リ

ス
ト
教
社
会
主
義
の
理
念
、
お
よ
び
そ
れ
が
目
指
す
新
た
な
教
会
像
に
関
し
て
は
、
当
時
必
ず
し
も
一
致
し
た
見
解
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
本
稿
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合
に
加
わ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
・
王
義
者
が
抱
い
て
い
た
教
会
観
の
変
遷
を
、
そ
の
指
導
者
の
一
人

で
あ
っ
た
W
・
テ
ン
プ
ル
（
ヨ
節
竃
日
Φ
ヨ
蹴
Φ
）
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
、
お
よ
び
そ
の
歴
史
の
中
に
お
け
る
テ
ン
プ
ル
の
役
割
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

歴
史
を
包
括
的
に
扱
っ
た
A
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
（
〉
｝
簿
づ
く
刈
帥
｝
搾
沖
⇒
ω
O
昌
）
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
を
自
負
す
る
首

相
T
・
ブ
レ
ア
（
↓
。
ξ
b
d
一
三
）
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
の
研
究
は
、
｝
九
世
紀
末
の
H
・
ス
コ
ッ
ト
目
ホ
ラ
ン
ド
（
国
雪
蔓
ω
8
零
悶
。
違
棚
）

か
ら
ブ
レ
ア
に
至
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
の
系
譜
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
今
日
に
お
け
る
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
再
発
見
」
に
注

目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
系
譜
に
お
け
る
重
要
な
鎖
の
環
と
し
て
、
テ
ン
プ
ル
を
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
国
教
会
聖
職
者
の
市
場
経

済
観
に
着
目
し
た
、
J
・
ア
サ
ー
ト
ン
（
｝
o
訂
》
多
Φ
H
ε
ゆ
）
の
研
究
に
お
い
て
も
、
テ
ン
プ
ル
は
、
｛
九
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

今
日
の
代
表
的
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
R
・
プ
レ
ス
ト
ン
（
幻
O
口
出
一
傷
℃
H
Φ
G
o
け
O
昌
）
と
の
「
繋
ぎ
部
分
」
に
当
た
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。8エ（643）



　
テ
ン
プ
ル
に
関
す
る
最
初
の
伝
記
は
、
国
教
会
の
聖
職
者
で
あ
り
、
彼
の
親
し
い
友
人
で
も
あ
っ
た
F
・
A
・
ア
イ
ア
マ
ン
ガ
ー
（
即
》
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

H
冨
日
曾
α
q
Φ
同
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
テ
ン
プ
ル
の
書
簡
や
友
人
問
の
会
話
の
内
容
等
を
豊
富
に
含
む
浩
瀬
な
伝
記
で
あ
り
、
史
料
と

し
て
の
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
著
者
の
立
場
や
執
筆
さ
れ
た
時
期
、
ま
た
「
公
式
伝
記
（
。
窪
9
巴
ぼ
。
α
q
挙

℃
ξ
ご
と
い
う
性
格
な
ど
か
ら
テ
ン
プ
ル
の
功
績
を
強
調
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
歴
史
的
評
価
と
は
見
な
し
難
い
。
テ
ン
プ
ル
に
関
し
て

は
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
伝
記
が
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
関
連
し
た
研
究
と
し
て
は
、
」
・
ケ
ン
ト
（
旨
。
ぎ
閤
Φ
欝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
も
の
が
と
く
に
挙
げ
ら
れ
る
。
ケ
ン
ト
の
問
題
意
識
に
は
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
的
多
元
主
義
社
会
に
対
す
る
関
心
が
あ
る
。
彼
は
テ
ン

プ
ル
の
活
動
を
、
市
民
宗
教
（
。
三
＝
呂
σ
q
δ
づ
）
あ
る
い
は
共
通
宗
教
（
8
重
日
。
コ
窪
α
q
δ
p
）
の
模
索
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
て
い
る
一
方
で
、

テ
ン
プ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
関
し
て
は
、
左
派
的
な
政
治
プ
ロ
グ
ラ
ム
性
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
結
論
と
し
て

ケ
ン
ト
は
、
テ
ン
プ
ル
の
目
的
が
ひ
と
つ
の
方
向
性
を
内
包
す
る
中
道
左
派
の
政
治
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
以
上
、
全
政
党
に
影
響
を
及
ぼ

す
宗
教
的
圧
力
団
体
を
打
ち
た
て
よ
う
と
い
う
彼
の
主
張
に
は
、
自
己
矛
盾
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
試
み
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
展
開
に
お
い
て
テ
ン
プ
ル
が
果
た
し
た
役
割
の
再
評
価
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
や
ア

サ
ー
ト
ン
が
位
置
付
け
て
い
る
よ
う
に
、
テ
ン
プ
ル
は
国
教
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
伝
統
に
お
い
て
、
非
常
に
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
が
テ
ン
プ
ル
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
「
連
続
」
を
重
視
す
る
の
は
き
わ
め
て
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
政
策
面
に
お
い
て
は
連
続
性
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
撫
う
聖
職
者
グ
ル
ー
プ
が

抱
い
て
い
た
教
会
観
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
テ
ン
プ
ル
に
お
い
て
あ
る
種
の
「
断
絶
」
が
見
受
け
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主

義
の
研
究
者
や
ケ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
テ
ン
プ
ル
の
研
究
者
が
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
を
扱
う
際
に
主
軸
と
し
て
き
た
そ
の
経
済
政
策
面

で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
い
て
い
た
教
会
観
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
多
様
性

と
テ
ン
プ
ル
の
新
た
な
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
テ
ン
プ
ル
の
役
割
の
再
評
価
に
当
た
り
、
彼
の
教
会
観
に
お
け
る
以
前
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
（
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
社
会

82　（644）
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連
合
の
指
導
者
達
）
と
の
相
違
に
焦
点
を
定
め
、
こ
の
時
期
の
国
教
会
の
変
化
に
テ
ン
プ
ル
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
相
違

が
明
確
に
な
る
の
は
、
一
九
一
九
年
に
成
立
す
る
授
権
法
（
切
鎚
げ
ぎ
α
Q
＞
。
け
）
の
策
定
過
程
に
お
い
て
で
あ
る
。
基
本
的
に
今
日
ま
で
続
く
政

教
関
係
を
規
定
し
て
い
る
こ
の
授
権
法
は
、
国
教
会
に
～
定
の
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
政
教
関
係
に
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
「
隠
さ
れ
た
革
命
（
餌
ヨ
鋤
ω
汀
Φ
匹
国
Φ
〈
○
一
β
け
一
〇
口
）
」
と
い
う
評
価
さ
え
受
け
て
い
た
こ
の
法
律
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
難
い
。
以
下
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合
の
指
導
者
お
よ
び
テ
ン
プ
ル
の
教
会
観
を
明
ら
か
に
し
た

後
、
こ
の
授
権
法
に
触
れ
、
そ
の
後
、
テ
ン
プ
ル
の
教
会
観
の
特
徴
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
る
一
九
二
四
年
の
C
O
P
E
C
会
議
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

　
①
〉
．
ヨ
蒙
蕊
。
p
O
ミ
ミ
§
9
ら
暁
ミ
恥
ミ
、
浄
ミ
き
N
N
§
蹴
ミ
§
塁
b
d
N
ミ
（
ピ
。
守
　
　
§
賊
卜
Q
§
無
ぴ
。
巳
o
p
6
鼻
。
。
）
■

　
　
傷
8
弘
8
。
。
y
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
回
囚
巴
∬
覇
ミ
§
§
ミ
茎
・
9
ミ
9
も
ミ
§
ミ
防
ミ
§
馬
嵩
b
ロ
ミ
§
煙
藁
題
や

　
②
9
諺
子
魯
。
p
9
駐
欺
§
帖
童
§
ミ
ぽ
さ
、
ぎ
員
け
。
巳
8
り
ち
8
y
小
谷
春
夫
、
　
　
遣
亀
（
O
p
ヨ
ぴ
臣
α
q
ρ
お
り
“
。
）
．

　
　
増
井
幸
夫
、
八
木
俊
輔
訳
『
現
代
キ
リ
ス
ト
教
の
市
場
経
済
観
睡
（
聖
公
会
出
版
、
　
⑤
O
．
U
d
‘
・
戸
沁
§
§
亀
b
ミ
誌
§
㌔
寺
暮
い
慧
愚
ミ
9
・
～
§
呼
ミ
冠
（
い
。
巳
。
P

　
　
　
九
九
九
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
詔
γ
や
り
週
・

　
③
男
〉
．
H
δ
巳
お
Φ
評
§
ミ
ミ
、
四
謡
ミ
暮
、
ミ
ら
蔓
簿
信
駄
9
、
曽
ミ
趣
ミ
定
ミ
偽
卜
慧

第
一
章
　
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合

第
一
節
　
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合
の
設
立

　
一
八
八
九
年
六
月
目
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合
（
O
聞
一
ω
口
窪
ω
。
。
戴
¢
9
団
）
」
（
以
下
、
C
S
U
）
の
設
立
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
歴

史
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
は
国
教
会
の
歴
史
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
種
異
端
的
な
存
在
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
が
、
国
教
会
の
内
部
で
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
C
S
U
の
設
立
に
中
心
的
な
役
翻
を
果
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た
し
た
の
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
コ
レ
ッ
ジ
の
ひ
と
つ
、
ピ
ュ
ー
ジ
・
ハ
ウ
ス
の
学
長
を
務
め
て
い
た
C
・
ゴ
ア
（
O
げ
p
臨
Φ
ω
O
o
お
）

と
、
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
の
参
事
会
員
（
O
鋤
⇒
O
昌
）
ス
コ
ッ
ト
・
ホ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
C
S
U
の
議
長
に
据
え
た
の
が
、

聖
書
学
者
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
ダ
ー
ラ
ム
の
主
教
（
げ
尊
。
唱
）
、
B
・
F
・
ウ
ェ
ス
ト
コ
ッ
ト
（
b
」
δ
。
冨
閏
。
ω
ω
≦
①
。
。
8
。
巳
で
あ
っ
た
。

　
ゴ
ア
ら
は
、
国
教
会
内
の
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
（
高
教
会
派
…
頸
α
q
び
○
宮
H
畠
）
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、

一
九
世
紀
後
半
の
「
大
不
況
」
を
契
機
と
し
た
危
機
的
な
社
会
状
況
に
直
面
し
、
そ
の
よ
う
な
現
実
世
界
の
困
窮
に
十
分
な
注
意
を
払
わ
ず
、

旧
態
依
然
と
し
て
精
神
的
・
内
面
的
救
済
の
み
を
強
調
し
て
い
た
福
音
派
（
低
教
会
派
一
ピ
。
≦
0
算
回
線
）
へ
の
不
信
を
強
め
て
い
た
。
ス
コ
ッ

ト
H
ホ
ラ
ン
ド
や
C
・
G
・
ラ
ン
グ
（
O
o
。
。
ヨ
o
O
o
益
自
9
口
σ
q
）
、
A
・
F
・
ウ
ィ
ニ
ン
ト
ン
ー
ー
イ
ン
グ
ラ
ム
（
≧
爵
霞
萄
9
2
≦
ぎ
巳
づ
σ
Q
け
。
早

ぎ
α
Q
轟
日
）
と
い
っ
た
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
は
、
　
一
八
八
一
二
年
に
設
立
さ
れ
た
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ハ
ウ
ス
を
拠
点
と
し
て
、

イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
に
お
け
る
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
は
、
一
八
八
四
年
に
ト
イ
ン
ビ
ー
・
ホ
ー
ル

を
設
立
す
る
S
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
（
ω
帥
H
P
¢
Φ
一
ゆ
餌
H
⇒
Φ
酔
齢
）
と
も
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
議
長
ウ
ェ
ス
ト
コ
ッ
ト
も
、
サ
ウ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

け
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
。
C
S
U
を
設
立
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
問
題
に
強
い
関
心
を
も
っ

た
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

　
彼
ら
の
神
学
的
特
徴
は
、
C
S
U
設
立
と
同
年
の
一
八
八
九
年
に
、
ゴ
ア
を
編
集
長
と
し
て
出
版
さ
れ
た
神
学
論
文
集
『
ル
ク
ス
・
ム
ン
デ

ィ
（
卜
§
§
誌
）
』
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
彼
ら
が
主
張
し
た
の
は
、
現
世
を
よ
り
肯
定
的
に
解
釈
す
る
「
受
肉
（
ぎ
＄
ヨ
薮
§
）
」
の

神
学
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
世
紀
の
主
流
で
あ
っ
た
、
人
類
の
原
罪
に
よ
る
堕
落
と
そ
こ
か
ら
の
救
済
を
重
視
す
る
、
福
音
主
義
的
な

「
順
罪
（
≧
§
①
導
Φ
糞
）
」
神
学
と
対
比
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
て
モ
ー
リ
ス
が
唱
え
た
神
学
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

C
S
U
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
J
・
R
・
イ
リ
ン
グ
ワ
ー
ス
（
一
・
豊
田
9
乗
号
曾
H
一
ぎ
α
q
ぎ
爵
）
は
、
『
ル
ク
ス
・
ム
ン
デ
ィ
臨
所
収
の
論
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

お
い
て
、
「
受
肉
は
地
上
を
再
び
聖
化
す
る
。
御
言
葉
が
肉
を
と
ら
れ
て
わ
た
し
た
ち
の
内
に
住
ま
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

現
代
の
ア
ン
グ
リ
カ
ン
神
学
者
J
・
ブ
ー
テ
ィ
（
ざ
訂
ω
。
g
《
）
は
、
こ
の
受
肉
神
学
に
つ
い
て
そ
の
意
義
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
こ
こ
に
、
社
会
的
改
革
と
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
ま
さ
に
基
礎
が
あ
る
。
こ
の
世
界
と
そ
こ
に
住
む
者
た
ち
は
、
軽
蔑
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
の
な
の
で
は
な
く
、
堅
肉
の
人
の
規
範
に
従
っ
て
配
慮
さ
れ
る
べ
き
存
在
な
の
で
あ
る
」
、
と
。
一
年
の
内
に
雲
版
を
重
ね
た
『
ル
ク
ス
・

ム
ン
デ
ィ
』
の
出
版
は
、
国
教
会
に
お
け
る
神
学
の
ト
レ
ン
ド
の
一
大
転
機
と
な
り
、
ゴ
ア
や
「
ル
ク
サ
イ
ト
（
巨
琵
冨
ω
）
」
と
呼
ば
れ
た
同

論
文
集
の
執
筆
者
た
ち
は
、
国
教
会
内
に
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
ル
ク
サ
イ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
C
S
U
の
メ
ン
バ
ー
が
国
教
会
内
に
お
い
て
着
実
に
影
響
力
を
拡
大
す
る
様
子
は
、
主
教
職
と
い
う
制
度
的

勢
力
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
C
S
U
設
立
時
に
そ
の
議
長
に
就
任
し
た
ウ
ェ
ス
ト
コ
ッ
ト
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
の
主
教
と
と
も
に
主
教
の
中
で
も
別
格
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
ダ
ー
ラ
ム
の
主
教
で
あ
っ
た
が
、
他
の
メ
ン
バ
ー
も
次
々
と
主
教
に
任

　
　
　
　
　
⑤

命
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
五
年
に
は
、
ル
ク
サ
イ
ト
の
一
人
、
E
・
S
・
タ
ル
ボ
ッ
ト
（
団
住
王
事
ω
ε
鋤
答
円
匙
げ
・
［
）
が
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
主
教
に

任
命
さ
れ
、
一
九
〇
五
年
に
は
サ
ザ
ー
ク
・
王
寺
に
転
任
し
て
い
る
。
一
九
〇
一
年
に
は
、
元
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ハ
ウ
ス
館
長
ウ
ィ
ニ
ン
ト
ン

・
イ
ン
グ
ラ
ム
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
、
ヨ
ー
ク
両
大
主
教
に
次
ぐ
地
位
に
あ
る
ロ
ン
ド
ン
主
教
に
任
命
さ
れ
る
。
同
年
の
ウ
ェ
ス
ト
コ
ッ
ト
の

死
に
よ
っ
て
C
S
U
の
議
長
を
継
い
で
い
た
ゴ
ア
は
、
ウ
ス
タ
ー
主
教
に
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
私
費
を
投
じ
て
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
主
教
区
を
分

離
・
新
設
し
、
〇
五
年
に
は
自
ら
そ
の
初
代
主
教
と
な
る
。
そ
の
後
ゴ
ア
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
主
教
に
就
任
し
て
い
た
ル
ク
サ
イ
ト
の
F
・

ペ
イ
ジ
ェ
ッ
ト
（
牢
窒
駐
評
α
q
Φ
け
）
の
逝
去
を
受
け
て
、
〇
九
年
に
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
主
教
を
継
承
す
る
。
ま
た
同
年
、
ス
テ
プ
ニ
ー
主
教
で

あ
っ
た
ラ
ン
グ
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
に
次
ぐ
地
位
で
あ
る
ヨ
ー
ク
大
主
教
に
就
任
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
八
八
九
年
か
ら
一
九

～
三
年
ま
で
に
、
～
六
名
の
C
S
U
の
メ
ン
バ
ー
が
主
教
に
就
任
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
’

　
ま
た
、
C
S
U
の
特
微
を
語
る
上
で
重
要
な
の
は
、
国
教
会
外
部
に
も
各
方
面
の
有
力
者
が
数
多
く
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
政
治
思
想
家
で
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
初
の
社
会
学
教
授
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
）
L
・
T
・
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
（
い
8
津
「
匹
摩
Φ
冨
率

越
国
。
穿
。
¢
ω
①
）
、
作
家
G
・
K
・
チ
ェ
ス
タ
ー
ト
ン
（
〔
Ψ
一
一
げ
①
同
什
囚
Φ
一
け
げ
　
○
げ
Φ
ω
叶
Φ
円
け
O
H
阿
）
、
後
の
労
働
党
の
理
論
的
指
導
者
R
・
H
・
ト
ー
ニ
ー

（
匹
。
ぎ
置
頃
窪
蔓
日
置
器
《
）
、
第
二
次
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
内
閣
で
卿
相
を
務
め
る
H
・
B
・
リ
ー
ズ
・
ス
ミ
ス
（
国
．
じ
d
．
い
Φ
串
ω
自
瞥
7
）
ら
も
含
ま
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れ
て
い
た
。

第
二
節
　
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合
の
教
会
観

　
次
に
C
S
U
の
メ
ン
バ
ー
が
理
想
と
し
て
い
た
教
会
観
を
見
て
ゆ
く
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
C
S
U
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
参
加
し
て
お

り
、
メ
ン
バ
ー
す
べ
て
が
必
ず
し
も
統
一
的
な
見
解
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
C
S
U
の
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
ル

ク
サ
イ
ト
は
、
国
教
会
が
当
時
直
面
し
て
い
た
課
題
に
関
し
て
、
共
通
の
危
機
感
を
抱
き
、
～
定
の
見
解
を
共
有
し
て
い
る
人
々
の
集
ま
り
で

あ
っ
た
。
ゴ
ア
は
『
ル
ク
ス
・
ム
ン
デ
ィ
』
の
序
文
に
お
い
て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
単
に
個
人
と
し
て
書
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
聖
職
者
と
し

て
、
共
通
の
状
態
、
共
通
の
信
念
の
も
と
に
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
論
文
集
が
共
通
の
意
見
、
共
通
の
希
望
の
表
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
あ
る
と
願
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
C
S
U
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
出
さ
れ
た
『
ル
ク
ス
・
ム
ン
デ
ィ
』
に
表
明
さ

れ
て
い
る
教
会
観
を
、
C
S
U
の
公
式
見
解
と
見
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
『
ル
ク
ス
・
ム
ン
デ
ィ
』
に
、
W
・
ロ
ッ
ク
（
〈
『
帥
一
一
Φ
H
】
じ
0
0
搾
）
は
、
「
教
会
」
に
関
す
る
論
文
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
中
に
見
出
さ
れ

る
教
会
観
の
特
徴
は
、
教
会
の
悪
性
、
さ
ら
に
は
選
抜
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
教
会
観
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

リ
ス
ト
は
少
数
の
弟
子
を
選
び
出
し
た
」
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
教
会
は
、
こ
の
「
少
数
の
弟
子
」
、
す
な
わ
ち
十
二
使
徒
の
意
思
を

継
ぐ
機
関
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
は
、
教
会
の
閉
鎖
性
を
は
っ
き
り
認
め
る
と
と
も
に
、
「
教
会
の
第
一
の
要
素
は
、
聖
職
者
主
義

（
ω
ゆ
0
Φ
同
侮
○
一
斗
一
一
〇
α
H
口
）
で
あ
る
」
と
述
べ
、
エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
教
会
観
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
現
実
性
を
確
保
す
る
に
必
要

な
ま
で
、
制
隈
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
兄
弟
愛
に
支
え
ら
れ
た
狭
い
サ
ー
ク
ル
の
中
で
、
訓
練
す
る
。
そ
し
て
そ
の
訓
練
を
終
え
た
人
は
、
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

弟
愛
を
深
く
認
識
し
、
宣
教
者
と
し
て
、
他
の
人
々
を
彼
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
会
と
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
W
・
」
・
H
・
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
≦
こ
』
．
○
胃
管
8
）
が
「
キ
リ
ス
ト
教
と
政
治
」
に
関
す

る
論
文
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
国
家
と
教
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
「
疑
い
な
く
国
家
は
神
聖
な
も
の
で
あ
り
、
神
の
も
の
で
あ
る
。
そ
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れ
は
必
要
悪
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
高
潔
な
生
活
の
貴
重
な
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
道
徳
指
導
者
と
し
て
の
国
家
の
機
能
に
は

　
　
生
得
的
限
界
が
あ
る
。
教
会
は
国
家
の
道
徳
活
動
を
補
う
た
め
に
介
入
す
る
。
そ
れ
は
全
体
の
一
部
が
他
の
部
分
を
補
う
と
い
う
も
の
で
は
な

　
　
く
、
高
位
な
も
の
が
低
位
な
も
の
を
補
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
扁
と
述
べ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
国
家
の
機
能
に
お
け
る
限
界
の
ひ
と

　
　
つ
と
し
て
、
国
家
は
世
論
と
と
も
に
浮
き
沈
み
す
る
道
徳
の
最
低
限
（
ゆ
邑
巳
馨
ヨ
・
｛
ヨ
・
邑
ξ
）
を
確
保
し
得
る
の
み
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
一
方
の
教
会
は
、
「
国
家
に
よ
る
道
徳
創
造
」
に
対
抗
す
る
永
続
的
な
理
念
を
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
C
S
U
に
属
し
た
R
・
ケ

　
　
ニ
ヨ
ン
（
図
曲
げ
丙
Φ
姥
○
口
）
は
、
「
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
論
文
の
中
で
最
も
重
要
な
論
点
は
、
究
極
的
な
道
徳
的
権
威
の
源
泉
は
、
国
家
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
教
会
に
あ
る
と
い
う
原
理
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
や
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
論
文
に
見
ら
れ
る
、
聖
性
を
強
く
自
覚
し
、
国
家
の
道
徳

劫併
　
的
権
威
に
対
抗
す
る
教
会
観
は
、
当
時
の
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
は
と
も
に
国
教
会
の
聖
職
者
で
あ

岬
．
り
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
キ
ー
ブ
ル
・
コ
レ
ッ
ジ
の
教
員
で
も
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
教
会
観
の
起
源
を
見
る
た
め
に
は
、
五
〇
年
ほ
ど
前
の

鵬ト
　
こ
の
地
に
展
開
さ
れ
た
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。

珊
　
　
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
は
、
一
八
三
三
年
に
」
・
キ
ー
ブ
ル
（
智
ぎ
適
Φ
巳
Φ
）
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
運
動
で

灘
　
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
政
府
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
国
教
会
の
主
教
区
を
独
断
で
再
編
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
教
会
法
に
対
す
る
抗
議
と
し
て

の磯
際
淫
憂
講
碁
勢
鍵
鰯
鮎
驚
縫
縁
鍵
擁
％
．
鶴
舞
訟
選
瓢
銘

潟
　
会
に
対
す
る
優
位
を
説
く
エ
ラ
ス
ト
ス
主
義
に
断
固
反
食
し
、
国
家
と
は
独
立
し
た
教
会
の
権
威
を
主
張
す
る
姿
勢
は
、
そ
の
後
の
ア
ン
ダ

に撮
・
・
カ
ソ
ー
－
・
ク
の
思
想
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
ゆ
く
。
上
記
の
・
・
ク
や
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
論
文
が
、
こ
の
教
会
観
の
影
響
を
受
け

国
ド
　
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ン

湧
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
霧
以
来
ア
ン
グ
ロ
。
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
深
く
穿
い
た
反
モ
フ
ス
ト
ス
主
葉
C
S
U
の
教
会
観
に
神
学
的
な
基
礎
を

イ
　
与
え
て
い
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
教
会
観
に
対
し
て
理
論
的
な
基
礎
を
与
え
て
い
た
の
は
、
J
・
N
・
フ
ィ
ギ
ス
（
旨
。
ぎ
宕
Φ
＜
筥
Φ
麟
α
q
σ
q
邑
の
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「
団
体
人
格
論
」
で
あ
っ
た
。
団
体
人
格
論
は
、
ド
イ
ツ
の
法
学
者
O
・
F
・
ギ
ー
ル
ケ
（
○
け
け
O
閃
H
一
Φ
匹
円
一
〇
『
＜
O
口
∩
嵩
①
H
搾
Φ
）
に
よ
っ
て
提
唱
さ

れ
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
F
・
W
・
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
（
穿
巴
①
詠
。
≦
田
貯
旨
鼠
p
三
働
置
）
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

「
ギ
ー
ル
ケ
な
ら
び
に
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
団
体
概
念
を
政
治
学
上
理
論
化
し
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ブ
イ
ッ
ギ
ス
で
あ
っ
た
」
と
見
な
さ
れ
て

　
⑫
い
る
。
彼
ら
の
主
張
は
、
国
家
と
社
会
と
を
峻
別
し
、
一
元
的
国
家
主
権
論
に
対
し
主
権
の
可
分
性
を
前
提
に
、
団
体
に
も
主
権
を
認
め
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
聖
職
者
を
父
に
も
つ
フ
ィ
ギ
ス
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
教
え
を
受
け
た
後
、
国
教

会
の
聖
職
者
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ギ
ス
は
、
C
S
U
に
は
直
接
所
属
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
八
九
二
年
に
ゴ
ア
が
設
立
し
た
、
C
S
U
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

深
い
関
係
を
も
つ
「
復
活
修
士
会
（
○
。
ヨ
ヨ
旨
芽
・
｛
臣
Φ
寄
ω
信
霞
Φ
。
肯
δ
昌
）
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ィ
ギ
ス
の
理
論
は
、
何

よ
り
団
体
と
し
て
の
国
教
会
の
権
威
の
擁
護
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。

　
彼
の
理
論
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
国
家
主
権
の
絶
対
性
を
理
論
化
し
て
い
た
J
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（
冒
ぎ
〉
屋
け
ヨ
）
の
思
想
に
対
す
る
警
戒

で
あ
る
。
フ
ィ
ギ
ス
は
、
「
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
見
解
で
は
、
…
…
教
会
は
国
家
の
基
準
と
異
な
っ
た
い
か
な
る
道
徳
的
規
準
を
も
も
つ
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
な
い
と
い
う
主
張
が
正
当
化
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
的
国
家
が
内
包
す
る
教
会
の
危
機
を
認
識
し
て
い
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
も
、
『
ル
ク
ス
・
ム
ン
デ
ィ
』
の
論
文
に
お
い
て
、
「
国
家
の
機
能
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
い
う
リ
カ
ー

ド
学
派
や
」
・
S
こ
・
、
ル
（
言
ぎ
ω
ε
舞
ζ
白
）
の
哲
学
的
急
進
主
義
へ
の
反
動
と
し
て
、
人
々
は
国
家
を
社
会
生
活
の
道
徳
指
導
者
の
地
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
ま
で
押
し
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
懸
念
を
記
し
て
い
る
。

　
フ
ィ
ギ
ス
は
、
国
家
主
権
か
ら
独
立
し
、
そ
れ
自
体
で
発
生
し
行
為
す
る
団
体
を
主
張
す
る
。
彼
は
、
～
九
一
四
年
に
出
版
し
た
『
近
代
国

家
に
お
け
る
教
会
（
9
§
簿
題
§
§
さ
譜
ミ
恥
§
亀
』
に
お
い
て
、
教
会
の
擁
護
の
た
め
に
こ
の
理
論
を
援
用
し
、
そ
こ
に
お
い
て
国
家
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
諸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
什
審
8
ヨ
ヨ
§
芽
。
臨
8
日
馨
　
三
①
ω
）
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
フ
ィ
ギ
ス
が
主
張
し
た
の
は
、
部
分
社

会
や
集
団
を
基
礎
と
し
た
多
元
的
な
社
会
で
あ
っ
た
。
彼
は
～
九
〇
五
年
の
論
文
に
お
い
て
も
、
「
わ
れ
わ
れ
が
確
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

わ
れ
わ
れ
の
集
団
的
存
在
、
国
家
内
で
機
能
す
る
実
在
的
生
命
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
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イングランド国教会における教会観の変化　1889－1924年（井上）

　
C
S
U
の
設
立
者
、
指
導
者
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
時
期
の
国
教
会
の
有
力
な
高
位
聖
職
者
で
あ
っ
た
ゴ
ア
の
教
会
観
は
、
こ
の
よ
う
な
理
念

か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
ゴ
ア
は
C
S
U
設
立
の
三
年
後
、
一
八
九
二
年
に
復
活
修
士
会
を
設
立
し
自
ら
そ
の
修
士
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
な
っ
て
い
た
。
ゴ
ア
と
フ
ィ
ギ
ス
は
、
こ
の
「
修
道
会
」
を
国
教
会
の
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ゴ
ア
の
教
会
観
に
は
、
～
九

世
紀
末
社
会
に
対
す
る
彼
の
見
方
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
当
時
の
国
教
会
は
、
一
六
世
紀
に
国
教
会
の
教
会
理
論
を
大
成
し
た
R
・
フ
ッ

カ
ー
（
渕
一
〇
げ
9
H
田
口
O
O
犀
Φ
門
）
が
理
想
と
し
た
、
国
民
と
表
裏
一
体
の
国
教
会
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
た
。
ゴ
ア
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
の
教
会
の
道
徳
活
動
が
衰
退
し
た
原
因
は
、
国
家
と
の
独
特
の
関
係
に
あ
る
。
教
会
と
国
家
と
を
同
じ
社
会
の
二
つ
の
側

面
と
み
な
す
フ
ッ
カ
ー
の
理
論
は
、
理
想
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
歴
史
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
理
想
で
あ
っ
た
。
一
体
ど
の
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ら
い
ま
で
こ
の
国
の
王
室
や
国
民
が
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
」
、
と
。
ゴ
ア
の
著
書
に
は
、
至
る
と
こ
ろ
に
初
代
教

会
、
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
帝
国
に
公
認
さ
れ
る
以
前
の
キ
リ
ス
ト
教
会
、
に
対
す
る
憧
憬
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
異
教
的
な
外
部
世
界
」
と

「
真
理
を
担
う
教
会
」
と
い
う
二
分
法
で
あ
る
。
彼
は
教
会
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
「
教
会
は
世
界
に
（
。
｛
）
あ
る
の
で
は
な
く
、
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
中
に
（
貯
）
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
明
確
な
区
別
（
山
陣
践
目
野
①
器
ω
ω
）
に
よ
っ
て
意
味
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼

に
と
っ
て
教
会
と
は
、
国
家
と
は
全
く
別
個
の
存
在
で
あ
り
、
「
世
の
光
（
［
、
β
×
竃
β
臣
山
一
）
」
と
し
て
社
会
を
教
化
す
る
と
い
う
神
聖
な
使
命
を

帯
び
た
特
殊
な
「
団
体
」
で
あ
っ
た
。

①
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
は
、
一
九
世
紀
中
葉
、
国
教
会
の
聖
職
者
で
あ
り

　
ロ
ン
ド
ン
大
学
キ
ン
グ
ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
の
神
学
教
授
で
あ
っ
た
F
・
D
・
モ
ー
リ

　
ス
（
聞
「
Φ
儒
①
「
一
〇
犀
回
）
㊦
⇒
｝
の
O
目
竃
帥
自
「
一
〇
①
）
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
モ
ー
リ
ス
は
、

　
原
罪
に
よ
る
入
塾
の
堕
落
以
上
に
キ
リ
ス
ト
の
人
間
へ
の
内
在
、
あ
る
い
は
人
間

　
の
神
性
を
強
調
し
、
嶺
時
支
配
的
で
あ
っ
た
個
人
主
義
的
な
競
争
原
理
に
異
を
唱

　
え
、
人
々
の
精
神
的
改
革
に
よ
る
社
会
的
連
帯
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
た
。
し

　
か
し
、
こ
の
よ
う
な
モ
ー
リ
ス
の
神
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
に
消
極

　
的
で
あ
っ
た
当
時
の
国
教
会
の
主
流
派
か
ら
激
し
い
批
判
を
受
け
る
。
そ
し
て
一

　
八
九
五
年
、
モ
ー
リ
ス
は
神
学
教
授
の
職
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同

　
年
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
勃
発
も
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
・
王
義
運
動
は
そ
れ
以
降

　
衰
退
し
て
い
た
。

②
ω
．
ρ
3
壱
⑦
三
①
が
景
§
尋
餐
。
、
周
§
鷺
§
、
§
鳴
し
。
帖
豊
ず
駄
出
惑
ミ
き
婁

　
景
謡
註
、
磯
§
㌣
茜
、
織
詳
b
d
蹄
謎
愚
駄
卜
§
さ
嵩
N
矯
ミ
ー
N
雛
㎏
（
い
。
口
吟
。
炉
｝
④
恥
O
）
甲
で
マ

　
N
Q
Q
－
ぴ
o
ρ

③
9
即
同
着
お
芝
g
ダ
崎
竃
H
昌
＄
旨
巴
8
ヨ
㌘
冥
δ
⇔
。
｛
U
①
＜
巴
。
層
羅
三
、
甲

　
ρ
0
9
Φ
り
巴
こ
ト
§
u
さ
嵩
ミ
（
い
O
訂
儒
O
ロ
　
一
〇
◎
O
o
り
）
も
』
一
一
．
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④
≦
．
』
．
≦
。
9
Φ
負
》
轟
ミ
§
ド
魯
ミ
ミ
ミ
昼
（
〈
『
一
一
酔
。
昌
り
　
切
り
り
α
）
’
西
原
廉
太
訳

　
『
禦
公
会
の
中
心
臨
（
聖
公
会
出
版
、
～
九
九
五
年
）
、
一
六
三
頁
。

⑤
国
教
会
の
主
教
は
議
会
上
院
藍
西
の
議
席
を
確
保
し
て
い
た
。
し
か
し
、
嶺

　
時
既
に
主
教
区
主
教
の
数
は
こ
四
を
越
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
伝
統
の
あ
る

　
ロ
ン
ド
ン
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ダ
ー
ラ
ム
の
主
教
は
、
自
動
的
に
上
院
に
議

　
席
を
も
つ
が
、
そ
の
他
の
主
教
は
着
任
順
に
議
席
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

⑥
0
9
p
卜
§
さ
、
蚤
唱
」
ρ

⑦
署
．
い
。
。
ぎ
．
爵
Φ
O
ぎ
『
3
．
堕
ぎ
○
。
β
卜
§
寒
冒
爲
や
ω
刈
卜
、
．

⑧
ド
。
。
『
。
唱
．
鼻
’
も
．
ω
。
。
卜
。
．

⑨
≦
こ
■
甲
○
婁
筥
。
p
、
○
巨
。
。
費
・
ξ
。
巳
勺
。
華
中
。
。
。
ゴ
目
Ω
○
壇
p
卜
§
寒
ミ
・

　
鼻
署
．
魔
ω
ム
念
マ

⑩
即
内
①
ξ
。
戸
、
誤
ぐ
。
ω
。
。
巨
曽
冨
g
。
h
筈
Φ
O
讐
7
象
。
園
Φ
≦
＜
独
口
鵠
累
■
℃
．

　
≦
已
冨
日
。
・
㊤
民
O
■
国
p
邑
ω
り
⑦
匹
．
唱
さ
は
ぎ
肖
O
ミ
ぎ
期
駐
鳶
四
（
ピ
O
昂
侮
O
⇒
｝
一
り
ω
ω
）
も
’

　
ω
⑩
9

⑪
』
’
即
国
．
窓
。
。
毒
鼻
郎
寡
§
冒
駄
縣
ぎ
9
ミ
S
駄
肉
誌
N
§
ミ
9
注
。
p

　
6
①
○
。
）
も
．
ω
Q
。
○
。
．

⑫
大
塚
桂
『
ラ
ス
キ
と
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
ー
イ
ギ
リ
ス
自
由
主
義
の
一
堂
面
出
（
勤
草

　
書
房
、
一
九
九
七
年
）
、
一
四
七
頁
。

⑬
復
活
修
士
会
の
設
立
メ
ン
バ
ー
六
人
の
内
、
五
入
が
C
S
U
の
メ
ン
バ
…
で
あ

　
つ
た
。

⑭
』
．
翠
黒
α
q
σ
q
グ
9
ミ
§
隔
仁
川
註
§
譜
こ
鞠
ミ
偽
（
H
じ
O
昌
q
O
⇒
　
極
り
一
心
　
　
　
　
　
　
甲
）
も
・
①
G
。
’

⑮
O
。
「
ρ
卜
§
さ
・
蚤
℃
．
灘
N
．

⑯
塑
α
q
α
q
グ
。
O
．
。
貫
ワ
。
。
ρ

⑰
旨
客
コ
σ
q
α
q
銅
、
誤
Φ
○
ぎ
8
ず
四
滋
些
①
ω
Φ
。
三
鋤
【
寡
8
q
。
｛
子
Φ
ω
翼
Φ
、
層

　
日
下
喜
～
『
多
元
主
義
の
源
流
I
J
・
N
・
フ
ィ
ギ
ス
の
政
治
思
想
』
（
早
稲
田

　
大
学
出
版
部
、
一
九
八
四
年
）
、
　
一
六
七
頁
よ
り
。

⑱
≦
里
長
ω
。
p
o
や
葺
．
も
咀
一
ω
①
．

⑲
ρ
Ω
9
ρ
§
鴨
§
造
§
ミ
§
G
ぎ
、
き
（
い
。
巳
8
し
。
。
8
）
も
娼
■
這
S
匿
ゆ

⑳
Ω
O
。
H
ρ
§
免
辱
§
ミ
ミ
ご
、
ド
駄
§
貯
曽
駄
O
ミ
（
累
磐
《
。
弊
甲
蕊
①
。
。
）
も
．

　
b
の
b
o
㎝
■
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第
二
章
　
テ
ン
プ
ル
の
思
想

第
｝
節
　
テ
ン
プ
ル
の
教
会
観

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ン
プ
ル
は
、
～
八
八
～
年
～
○
月
、
当
時
エ
ク
早
出
ー
主
教
で
あ
っ
た
フ
レ
デ
リ
ク
・
テ
ン
プ
ル
（
零
巴
合
舞
日
①
学

℃
◎
の
次
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
フ
レ
デ
リ
ク
は
、
そ
の
後
ロ
ン
ド
ン
主
教
を
経
て
一
八
九
六
年
か
ら
い
九
〇
二
年
ま
で
国
教
会
の
最
高
位

で
あ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
・
三
教
を
務
め
て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
ラ
グ
ビ
ー
校
を
経
て
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ベ
イ
リ
オ
ル
・
コ
レ
ッ
ジ
へ

入
学
す
る
が
、
在
学
中
の
一
九
〇
六
年
に
メ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
・
ホ
ラ
ン
ド
の
薦
め
で
C
S
U
に
加
わ
り
、
す
ぐ
に
そ
の
オ
ク
ス
フ
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オ
ー
ド
支
部
長
を
務
め
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
「
労
働
者
教
育
協
会
（
ぐ
く
O
H
片
Φ
H
O
り
、
国
仙
償
0
9
け
一
〇
餌
簿
｝
＞
G
O
ω
O
O
一
9
け
一
〇
昌
）
」
で
の
活
動
を
は
じ
め
当
時

か
ら
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
で
、
一
九
〇
九
年
に
聖
職
按
手
を
受
け
執
事
（
侮
窪
8
⇒
）
に
、
一
〇
年
に
は
司
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
R
婁
）
に
叙
任
さ
れ
、
一
四
年
か
ら
は
ロ
ン
ド
ン
、
ピ
カ
デ
リ
ー
の
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
教
会
の
主
任
司
祭
に
任
命
さ
れ
る
。
ま
た
、

一
五
年
か
ら
は
国
王
付
き
チ
ャ
プ
レ
ン
も
兼
任
し
、
国
教
会
の
聖
職
者
と
し
て
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

　
テ
ン
プ
ル
の
聖
職
按
手
を
め
ぐ
っ
て
起
き
た
事
件
は
、
彼
の
教
会
観
の
特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
彼
は
正
式
に
按
手
を
受
け
る
三
年

前
、
一
九
〇
六
年
に
も
按
手
を
申
請
し
て
い
る
が
、
当
時
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
主
教
、
ル
ク
サ
イ
ト
の
一
人
で
あ
る
ペ
イ
ジ
ェ
ッ
ト
に
よ
っ
て

そ
れ
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
テ
ン
プ
ル
が
「
処
女
降
誕
（
≦
H
σ
Q
貯
G
d
繋
げ
）
」
と
「
肉
体
的
復
活
（
b
d
。
儒
ξ
幻
Φ
ω
霞
H
Φ
。
ぎ
⇒
）
」
と
い

う
二
大
奇
蹟
を
十
分
に
信
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
は
そ
の
後
一
九
〇
九
年
に
、
フ
レ
デ
リ
ク
・
テ
ン
プ
ル
か
ら
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の
座
を
受
け
継
い
で
い
た
R
・
デ
ヴ
イ
ド
ソ
ン
（
幻
鋤
⇔
q
P
一
一
U
P
＜
一
匹
Q
◎
O
昌
）
に
よ
っ
て
聖
職
に
就
け
ら
れ
た
が
、
聖
職
者
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
で
あ
る
ル
ク
サ
イ
ト
と
神
学
面
で
摩
擦
を
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
教
会
観
に
お
い
て
も
テ
ン
プ
ル
は
、
ゴ
ア
が
志
向
し
て
い
た
よ
う
な
一
般
社
会
と
区
別
さ
れ
た
神
の
意
志
の
器
と
し
て
の
教
会
を
求
め
て

い
な
か
っ
た
。
彼
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お
け
る
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
指
導
者
R
・
ノ
ッ
ク
ス
（
園
O
昌
餌
｝
伍
国
ご
O
×
）
に
宛
て
た
手
紙

の
中
で
、
「
わ
た
し
は
明
確
に
境
界
を
定
め
ら
れ
た
教
会
が
理
想
で
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
教
会
は
光
源
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

境
界
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
テ
ン
プ
ル
に
と
っ
て
そ
の
光
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
外
側
に
ま
で
延
び
て
い
た
。
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
、
一
九
〇
七
年
に
「
労
働
者
教
会
（
H
じ
帥
げ
O
口
H
O
ず
煽
H
O
財
）
」
を
訪
れ
た
際
に
記
し
た
母
へ
の
手
紙
に
、
「
労
働
者
教
会
の
人
々
は
す
べ
て
が
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
こ
れ
ほ
ど
純
粋
な
宗
教
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
教
会
の
「
現
実
性
」
を
保
つ
た
め
に
境
界
線
を
引
き
、
ソ
リ
ッ
ド
な
団
体
を
築
こ
う
と
す
る

ゴ
ア
ら
の
教
会
観
と
明
確
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ゴ
ア
が
「
拡
散
的
（
象
｛
信
ω
一
く
①
）
」
と
形
容
し
批
判
し
た
こ
の
よ
う
な
宗
教
心
と
並
ん
で
、
テ
ン
プ
ル
の
教
会
観
を
特
徴
付
け
る
要
素
は
、
そ
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の
ギ
リ
シ
ア
的
・
共
同
体
主
義
的
な
性
格
で
あ
る
。
テ
ン
プ
ル
は
、
ベ
イ
リ
オ
ル
で
の
学
生
生
活
を
終
え
た
後
、
ク
イ
ン
ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
で
哲

学
の
講
師
を
務
め
る
が
、
そ
の
時
令
が
講
義
し
て
い
た
の
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
国
家
論
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ア
マ
ン
ガ
ー
の
公
式
伝
記
を
除
く
テ
ン

プ
ル
の
伝
記
に
は
、
テ
ン
プ
ル
と
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
関
係
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ン
プ
ル
の
社
会
観
と
そ

の
中
に
お
け
る
教
会
観
に
注
目
す
る
な
ら
、
ギ
リ
シ
ア
的
な
共
同
体
観
の
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
は
大
学
時
代
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

友
人
に
対
し
て
、
「
キ
リ
ス
ト
は
、
教
会
に
行
く
こ
と
よ
り
も
、
善
き
生
（
σ
q
。
。
匹
霞
Φ
）
を
望
ん
で
い
た
」
と
い
う
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
共
同

体
に
お
け
る
義
務
の
意
義
を
重
視
し
て
い
た
テ
ン
プ
ル
に
と
っ
て
、
善
き
生
と
は
共
同
体
に
お
け
る
責
任
あ
る
生
活
を
意
味
し
て
い
た
。
ま
た

テ
ン
プ
ル
は
、
一
九
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
神
学
論
文
集
『
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
（
き
§
§
織
§
し
』
に
、
「
キ
リ
ス
ト
の
神
性
」
に
関
す
る

論
文
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
彼
は
、
奇
蹟
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
基
盤
（
｛
O
体
⇔
仙
P
け
一
〇
口
ω
）
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、
ギ
リ
シ
ア
的
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

体
思
想
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
一
九
一
六
年
に
出
版
し
た
『
プ
ラ
ト
ン
と
キ
リ
ス
ト
教
（
国
ミ
。
§
翫
。
ぎ
ミ
§
§
』
に
お
い
て
も
彼
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
わ
れ
わ
れ
の
近
代
民
主
制
の
中
で
、
権
利
か
ら
義
務
へ
の
強
調
点
の
転
換
ほ
ど
重
要
な
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会

観
に
お
い
て
、
テ
ン
プ
ル
が
教
会
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
は
、
「
わ
た
し
は
国
家
に
お
い
て
善
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

教
会
を
強
く
信
じ
て
い
る
」
と
い
う
雷
葉
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
テ
ン
プ
ル
の
こ
の
よ
う
な
教
会
観
は
、
時
代
の
条
件
と
無
縁
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
は
、
一
九
〇
〇
年
に
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
に
入
学
す
る
が
、
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
社
会
、
国
家
の
性
格
の
変
化
は
彼
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
～
八
九
九
年
か
ら
～

九
〇
二
年
ま
で
続
い
た
ボ
ー
ア
戦
争
は
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
国
家
の
比
重
の
拡
大
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
戦
争
を
契
機
に
強
く
唱
え
ら
れ
る
国
民
的
効
率
（
昌
註
g
毘
Φ
｛
｛
§
2
身
）
の
要
請
は
、
人
々
の
国
民
意
識
を
着
実
に
強
め
て
い

た
。
一
九
〇
一
年
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
損
害
賠
償
を
労
働
組
合
に
負
わ
せ
る
こ
と
を
示
し
た
、
タ
フ
・
ヴ
ェ
イ
ル
判
決
が
出
さ
れ
た
。
こ
の

労
働
組
合
の
危
機
は
、
議
会
と
い
う
国
政
の
場
を
通
し
て
労
働
環
境
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
「
労
働
代
表
委
員
会
（
ピ
p
び
。
田
切
Φ
窟
Φ
ω
Φ
三
呂
。
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

O
。
ヨ
白
葺
①
Φ
）
」
の
急
成
長
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
た
翌
一
九
〇
二
年
の
バ
ル
フ
ォ
ア
教
育
法
は
、
国
家
に
よ
る
国
教
会
系
学
校
の
運
営
を
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規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
、
個
人
は
い
く
つ
か
の
団
体
的
社
会
を
通
し
て
国
家
と
間
接
的
に
関
係
を
も
つ
と
い
う

団
体
理
論
の
構
図
は
、
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
「
任
意
団
体
の
本
質
的
な
性
格
で
あ
っ
た
、
国
家
や
他
の
公
的
権
力
機
関
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
独
立
性
は
、
二
〇
世
紀
に
入
る
頃
か
ら
失
わ
れ
て
い
く
」
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
の
変
化
は
C
S
U
内
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
上
述
の
よ
う
に
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
の
後
継
者
で
あ
っ
た
ゴ
ア
の

社
会
主
義
に
は
、
反
町
ラ
ス
ト
ス
主
義
的
な
色
彩
が
強
く
残
っ
て
い
た
。
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
が
圏
家
社
会
主
義
（
ω
翼
Φ
し
。
。
。
一
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

一
ω
ヨ
）
と
は
違
っ
た
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
種
類
の
社
会
主
義
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
C
S
U
の
社
会
主
義
の
特
徴
は
、
オ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
支
部
が
一
九
〇
五
年
に
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
『
社
会
主
義
（
恥
ミ
ミ
§
）
』
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
多
く
の
国
で
は
、

社
会
主
義
は
下
層
階
級
の
上
層
階
級
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
上
層
階
級
に
よ
る
慈
善
的
行
為
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
C
S
U
が
実
際
に
行
っ
て
い
た
主
な
活
動
は
、
優
良
企
業
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
、
搾
取
企
業
の
製
品
不
買
運
動
、
ま

た
オ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
学
生
に
対
す
る
労
働
者
階
級
の
状
態
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
で
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
も
の
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
に
お
け
る
彼
ら
の
活
動
も
、
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
の
産
業
問
題
へ
の
適
用
が
第
一
で
あ
っ
た
。
「
オ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
・
ハ
ウ
ス
の
伝
統
は
、
は
じ
め
か
ら
ベ
イ
リ
オ
ル
以
上
に
キ
ー
ブ
ル
の
伝
統
で
あ
っ
た
」
と
も
評
さ
れ
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
か
つ
宗
教
的
色
彩
の
濃
い
活
動
の
実
効
性
に
対
す
る
疑
問
は
、
C
S
U
内
部
に
も
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
〇
六
年
、

P
・
ウ
ィ
ド
リ
ン
ト
ン
（
℃
Φ
H
2
ヨ
段
言
σ
Q
δ
⇒
）
や
ト
ー
ニ
ー
ら
は
、
C
S
U
を
「
こ
こ
に
社
会
悪
が
あ
る
か
ら
、
ま
ず
そ
れ
に
関
す
る
論
文

を
読
も
う
」
と
い
う
団
体
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
し
、
「
教
会
社
会
主
義
者
連
盟
（
○
ご
『
9
ω
・
。
樹
蜂
じ
＄
σ
Q
二
Φ
）
」
を
設
立
す
る
。
彼
ら
は
、
「
キ

リ
ス
ト
教
は
、
社
会
主
義
を
実
践
す
る
宗
教
で
あ
る
」
と
い
う
旗
印
を
掲
げ
、
国
政
の
場
で
労
働
者
の
要
求
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
労
働
党
に

接
近
し
て
ゆ
く
。
こ
の
時
期
、
C
S
U
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
限
界
が
露
呈
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節
　
テ
ン
プ
ル
の
社
会
観

　
一
九
世
紀
末
か
ら
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
社
会
の
変
化
は
、
当
時
の
社
会
思
想
、
と
く
に
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
派
の
哲
学
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
派
の
中
心
を
な
し
て
い
た
T
・
H
・
グ
リ
ー
ン
（
8
げ
O
H
P
餌
0
α
　
囲
H
一
一
一
〇
H
Φ
Φ
P
）
の
哲
学
は
、
行
動
的
・
外
面
的
自
由

か
ら
、
精
神
的
・
内
面
的
自
由
へ
の
転
換
を
説
き
、
自
由
と
は
、
何
よ
り
「
人
格
の
完
成
（
浄
①
℃
Φ
幣
亀
8
・
；
β
巨
峰
℃
霧
。
邑
身
ご
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
た
。
グ
リ
ー
ン
に
お
い
て
、
こ
の
「
人
格
の
完
成
」
は
、
「
社
会
な
く
し
て
個
人
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
端
的
に
示
す
よ
う

に
、
個
人
が
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
達
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
社
会
の
あ
り
方
に
お
い
て
、
最
高
の
価
値
理
念
と
し
て
措
定

さ
れ
た
の
が
、
「
公
共
善
（
O
O
ヨ
ヨ
O
⇔
O
O
O
儒
）
」
の
概
念
で
あ
っ
た
。
「
一
八
八
○
年
か
ら
一
九
～
○
年
く
ら
い
に
か
け
て
、
国
民
生
活
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
浸
透
し
て
い
た
」
と
評
さ
れ
る
こ
の
グ
リ
ー
ン
の
哲
学
は
、
C
S
U
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

⑪た
。
ゴ
ア
や
イ
リ
ン
グ
ワ
ー
ス
と
い
っ
た
ル
ク
サ
イ
ト
は
、
グ
リ
ー
ン
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
て
い
た
し
、
ス
コ
ッ
ト
・
ホ
ラ
ン
ド
は
、
グ

リ
ー
ン
の
哲
学
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
グ
リ
ー
ン
哲
学
の
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
方
向
へ
の
傾
斜
が
目
立
ち
は

じ
め
る
。
そ
こ
で
は
、
公
共
善
の
概
念
は
、
国
家
の
絶
対
精
神
（
》
げ
し
q
O
一
β
門
Φ
∩
甲
O
一
G
o
樽
）
の
概
念
に
近
接
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
こ
の
方
向
性
を
推
し

進
め
た
の
が
、
後
期
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
派
の
哲
学
で
あ
る
。
そ
の
申
心
に
い
た
の
は
、
ベ
イ
リ
オ
ル
・
コ
レ
ッ
ジ
で
グ
リ
ー
ン
の
教
え
を
受

け
て
い
た
B
・
ボ
ー
ザ
ン
ケ
ッ
ト
（
じ
d
①
H
書
誌
b
d
O
舞
お
蓬
け
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
国
家
の
定
義
に
お
い
て
、
「
国
家
は
す
べ
て
の
も
の
の
上
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
幾
人
か
の
人
間
の
集
合
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
生
き
た
生
命
概
念
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
ボ
ー
ザ
ン
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
国
家
は
一
般
意
思
を
持
ち
、
こ
の
意
思
は
正
し
く
か
つ
最
高
、
最
終
の
意
思
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
ま
た
、

個
人
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
「
グ
リ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
個
人
は
社
会
を
内
面
化
す
る
こ
と
に
お
い
て
道
徳
的
存
在
た
り
え
た
が
、
国
家
と

は
内
的
直
接
的
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
ボ
ー
ザ
ン
ケ
ッ
ト
に
あ
っ
て
は
、
個
人
は
国
家
と
内
的
結
合
を
遂
げ
ぬ
限
り
道
徳
的
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

在
た
り
え
な
い
」
の
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
ザ
ン
ケ
ッ
ト
は
、
グ
リ
ー
ン
の
哲
学
か
ら
国
家
を
重
視
す
る
哲
学
へ
の
シ
フ
ト
の
理
由
に
つ
い
て
、
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⑱

「
国
家
に
対
す
る
要
求
が
、
全
階
級
を
通
じ
て
同
～
で
あ
る
こ
と
を
示
す
経
験
の
増
大
」
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　
テ
ン
プ
ル
へ
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
派
の
影
響
を
見
る
場
合
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
グ
リ
ー
ン
の
理
想
主
義
の
影
響
が
重
視
さ
れ
て
き

た
。
へ
ー
ゲ
リ
ズ
ム
に
言
及
さ
れ
る
場
合
も
、
そ
の
社
会
的
調
和
へ
の
信
頼
と
い
っ
た
理
想
主
義
的
側
面
の
影
響
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ー

ザ
ン
ケ
ッ
ト
的
な
国
家
の
捉
え
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
無
論
、
テ
ン
プ
ル
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
哲
学
の
影

響
は
、
非
常
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
が
ベ
イ
リ
オ
ル
・
コ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
当
時
の
学
長
は
、
グ
リ
ー
ン
の
最
大
の
後
継
者

E
・
ケ
ア
ド
（
臣
墨
己
O
蹄
匹
）
で
あ
っ
た
。
ケ
ア
ド
に
影
響
を
受
け
た
者
の
中
に
は
、
ト
ー
ニ
ー
や
、
福
祉
国
家
の
基
礎
と
な
る
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

を
提
出
す
る
W
・
ビ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
（
ヨ
霞
§
し
d
Φ
く
Φ
巳
α
q
Φ
）
ら
も
い
た
。
親
し
い
友
人
同
士
で
あ
っ
た
三
人
は
、
ケ
ア
ド
の
勧
め
に
従
っ
て
、

イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
等
の
貧
困
地
区
で
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
に
協
力
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ア
ド
の
理
想
主
義
の
下
で
の
経
験
は
、
テ

ン
プ
ル
の
思
想
形
成
に
重
大
な
影
響
を
残
し
て
い
る
。
テ
ン
プ
ル
は
一
九
四
四
年
に
、
ア
イ
ア
マ
ン
ガ
ー
へ
の
手
紙
の
中
で
、
「
わ
た
し
は
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
ド
に
育
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
習
慣
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
か
た
わ
ら
、
「
ボ
ー
ザ
ン
ケ
ッ
ト
を
読
ん
で
い
た
」
彼
が
、
後
期
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
派
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

実
際
そ
の
後
の
彼
の
著
書
を
見
る
と
、
そ
こ
に
後
期
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
派
の
影
響
、
と
く
に
ヘ
ー
ゲ
ル
縫
ボ
ー
ザ
ン
ケ
ッ
ト
的
な
国
家
観
の

影
響
が
色
濃
く
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
影
響
は
、
テ
ン
プ
ル
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
意
味
、
そ
し
て
教
会
観
が
、
ゴ
ア

や
ス
コ
ッ
ト
目
ホ
ラ
ン
ド
の
も
の
と
異
な
っ
て
ゆ
く
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
テ
ン
プ
ル
の
社
会
観
・
国
家
観
を
、
そ
の
著
書
『
信
仰
と
近
代
思
想
（
§
恥
遵
§
ミ
ミ
§
譜
ミ
§
ミ
讐
じ
』
に
見
て
み
る
と
、
彼
は
社
会
に

関
し
て
ま
ず
、
「
本
当
の
社
会
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
個
人
の
集
合
以
上
の
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
直

後
に
社
会
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
言
い
換
え
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
わ
れ
わ
れ
が
偶
然
、
特
定
の
島
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
を
あ
ら
わ
す
名

称
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
の
生
命
を
も
っ
た
精
神
的
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
協
力
の
内
に
貢
献
す
る
生
命
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
わ
れ
す
べ
て
の
生
命
の
総
量
よ
り
も
偉
大
な
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
観
は
、
グ
リ
ー
ン
的
な
社
会
観
と
は
は
っ
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き
り
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
に
と
っ
て
、
社
会
は
あ
く
ま
で
個
人
の
集
ま
り
以
上
の
価
値
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、

「
い
か
に
そ
の
使
命
が
高
め
ら
れ
よ
う
と
も
、
国
家
あ
る
い
は
社
会
の
う
ち
に
は
、
圏
家
や
社
会
を
構
成
す
る
個
人
の
う
ち
に
存
在
し
な
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
は
あ
り
得
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
テ
ン
プ
ル
に
と
っ
て
、
社
会
（
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
は
個
人
の
集
合
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
自
身
の
生
命
を
も
っ
た
精
神
的
存
在
な
の
で
あ
っ
た
。
翌
一
九
＝
年
出
版
の
『
人
格
の
本
性
（
§
馬
さ
§
婦
華
言
・
§
ミ
邑
』
に
お
い
て

は
、
テ
ン
プ
ル
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
性
格
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る

か
。
そ
れ
は
、
人
々
に
浸
透
し
た
多
く
の
伝
統
と
感
情
の
産
物
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
聖
書
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
ミ
ル
ト
ン
、
バ
ン
ヤ
ン
を

読
む
人
々
の
下
に
生
ま
れ
て
来
た
の
で
あ
る
」
、
と
。
こ
こ
に
お
い
て
、
神
の
御
言
葉
で
あ
る
聖
書
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
並
ん
で
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
人
の
性
格
を
構
成
す
る
伝
統
の
ひ
と
つ
と
数
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
、
共
通
目
的
の
所
在
の
問
題
に
話
を
進
め
る
。
社
会
意
識

は
、
個
人
の
意
識
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
社
会
は
、
諸
個
人
が
共
通
目
的
の
た
め
の
協
働
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
共

通
目
的
は
、
多
数
の
個
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
ひ
と
つ
の
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
、
「
ひ
と
つ
の
目
的
、
多
数
の
意
思
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
彼
は
社
会
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。
「
社
会
は
市
民
よ
り
も
少
し
も
リ
ア
ル
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
ま
た
市

民
が
第
一
で
社
会
が
第
二
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
が
社
会
と
呼
ぶ
繭
生
き
て
い
る
事
実
（
匪
①
穿
ぢ
α
Q
富
。
け
）
』
の
中
で
、

市
民
は
『
意
識
の
所
在
地
（
9
Φ
ω
㊦
彗
。
｛
8
ロ
も
。
。
δ
仁
し
・
器
し
・
ω
）
』
な
の
で
あ
る
」
、
と
。
そ
し
て
共
通
目
的
は
、
社
会
の
構
成
員
た
る
市
民
に
も
意

識
的
に
は
顕
在
化
し
な
い
が
、
彼
ら
が
社
会
の
構
成
員
で
あ
る
問
存
続
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
道
徳
は
、
個
人
の
目
的
が
社
会
の
目
的
に
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

従
し
て
い
る
こ
と
に
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
テ
ン
プ
ル
の
抱
い
て
い
た
社
会
観
は
、
へ
ー
ゲ
ル
ー
ー
ボ
ー
ザ
ン
ケ
ッ
ト
的
な
捉
え
方
に
非
常
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
グ

リ
ー
ン
は
あ
く
ま
で
、
個
人
の
人
格
の
完
成
に
重
点
を
お
い
て
公
共
善
を
捉
え
て
い
た
。
一
方
、
ボ
ー
ザ
ン
ケ
ッ
ト
や
テ
ン
プ
ル
に
お
い
て
は
、

社
会
の
公
共
善
に
個
人
が
従
う
こ
と
を
強
調
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
に
と
っ
て
、
そ
の
社
会
は
限
り
な
く
国
家
に
近
づ

い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ン
プ
ル
が
こ
こ
で
強
調
し
て
い
る
の
が
決
し
て
抽
象
的
な
国
家
で
は
な
く
、
　
～
貫
し
て
経
験
的
な
「
イ
ン
グ
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ラ
ン
ド
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
テ
ン
プ
ル
が
へ
ー
ゲ
リ
ズ
ム
の
国
家
・
王
義
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
テ
ン
プ
ル
は
、
共
通
目
的
は
顕
在
化
し
な
い
以
上
、
人
々
は
善
悪
を
知
る
こ
と
す
ら
不
可
能
で
は
な
い

の
か
と
い
う
自
問
に
対
し
て
、
経
験
に
基
づ
く
道
徳
感
覚
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
、
「
過
去
は
非
常
に
重
要
な
意

味
を
も
っ
て
い
る
。
…
…
そ
れ
は
国
民
を
そ
の
偉
大
な
歴
史
に
結
び
つ
け
る
の
だ
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
信
仰
と
実
践
の
伝
統
の
継
承
者
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
る
教
会
を
そ
の
過
去
を
担
う
重
要
な
存
在
と
し
て
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
教
会
観
は
、
反
エ
ラ
ス
ト
ス
主
義
の
下
、
国
家
の
支
配
に
対
抗
し
、
国
民
と
の
つ
な
が
り
よ
り
も
教
会
の

聖
性
を
強
調
す
る
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
の
後
継
者
の
教
会
観
と
は
明
確
に
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
が
こ
の
よ
う
な
種
類
の
教

会
観
を
も
つ
こ
と
、
あ
る
い
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
広
教
会
主
義
（
田
H
O
鋤
餌
○
財
仁
『
O
ゲ
）
の
影
響
が
あ
る
。
テ
ン
プ
ル
が
、

一
八
九
四
年
に
入
学
し
た
ラ
グ
ビ
ー
校
は
、
T
・
ア
ー
ノ
ル
ド
（
日
ざ
ヨ
器
〉
ヨ
。
包
が
一
八
二
八
年
か
ら
三
二
年
ま
で
の
校
長
在
任
時
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
改
革
を
行
っ
た
名
門
校
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
広
教
会
主
義
者
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
父
フ
レ
デ
リ
ク
も
、
一
八
五
七
年

か
ら
六
八
年
ま
で
同
校
の
校
長
を
務
め
て
い
た
。
ア
ー
ノ
ル
ド
自
身
も
、
信
教
会
派
の
国
教
会
聖
職
者
で
あ
り
、
広
教
会
派
の
思
想
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
彼
以
降
の
「
広
教
会
派
の
自
由
主
義
は
ト
マ
ス
・
ア
ー
ノ
ル
ド
の
流
儀
の
古
典
的
人
文
主
義
を
共
通
の
基
盤
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

合
理
主
義
で
あ
っ
た
」
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
国
家
と
教
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
確
な
理
想
を
も
っ
て
い
た
。
彼
は
一
八

三
三
年
に
出
版
し
た
『
教
会
改
革
の
諸
原
理
（
等
§
覧
世
塵
9
ミ
き
肉
§
§
）
』
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
よ
る
「
国
民
教
会

（
宕
跳
8
巴
O
ぴ
霞
9
）
」
の
建
設
を
提
案
し
て
い
る
。
同
書
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
が
開
始
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
が
、
国

罠
教
会
を
理
想
と
し
て
い
た
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
に
は
終
始
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
テ
ン
プ
ル
が
入
学
し
た
の
は
、

ア
ー
ノ
ル
ド
時
代
か
ら
既
に
半
世
紀
以
上
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ラ
グ
ビ
ー
校
は
長
く
ア
ー
ノ
ル
ド
の
エ
ー
ト
ス
を
残
し
て
お
り
、
テ
ン
プ
ル

も
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
の
下
で
教
会
改
革
に
従
事
し
て
い
た
ア
イ
ア
マ
ン
ガ
ー
は
、
「
ア
ー
ノ
ル
ド
の
教
え
か
ら
、
テ
ン
プ
ル
は
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

家
陪
教
会
関
係
の
理
想
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
は
長
年
彼
の
思
想
を
支
配
し
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
。

97　（659）



　
教
会
と
国
家
と
の
関
係
に
お
い
て
、
テ
ン
プ
ル
と
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
見
解
の
相
違
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
ビ
レ
ル
法
案
を

め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
案
は
、
　
一
九
〇
五
年
に
キ
ャ
ン
ベ
ル
け
バ
ナ
マ
ン
自
由
党
内
閣
教
育
相
の
A
・
ビ
レ
ル

（
》
・
σ
q
郎
ω
晋
①
じ
d
響
①
巳
が
提
出
し
た
も
の
で
、
国
家
に
よ
る
非
助
成
学
校
（
多
く
は
国
教
会
系
）
の
指
揮
監
督
、
地
方
自
治
体
教
育
局
へ
の
教
員

任
命
権
付
与
、
公
立
学
校
に
お
け
る
非
教
派
的
宗
教
教
育
の
実
施
な
ど
を
規
定
し
て
い
た
。
明
確
に
エ
ラ
ス
ト
ス
主
義
的
色
彩
を
も
つ
こ
の
法

案
に
対
し
、
国
教
会
、
と
く
に
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
は
猛
烈
に
反
発
し
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
王
教
E
・
A
・
ノ
ッ
ク
ス
（
臣
暴
悪

＞
H
げ
9
訂
。
薫
陶
唇
×
）
な
ど
は
、
列
車
三
二
両
分
の
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
住
民
を
ロ
ン
ド
ン
に
動
員
し
、
法
案
反
対
の
デ
モ
を
行
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
テ
ン
プ
ル
は
こ
の
法
案
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼
は
、
　
～
九
〇
六
年
一
〇
月
四
日
、
チ
ャ
ー
チ
・
コ
ン
グ
レ
ス

（
O
げ
類
筈
0
9
α
q
霧
。
・
）
で
の
演
説
で
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
宗
教
的
生
活
（
邑
喧
。
屋
窯
Φ
）
が
な
い
理
由
は
、
国
民
的
生
活
（
舜
ま
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
Φ
）
が
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
断
言
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
W
・
モ
バ
ー
リ
ー
（
≦
聾
①
H
ζ
・
げ
Φ
昔
）
は
、
「
テ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

プ
ル
の
立
場
は
、
そ
の
高
い
見
識
の
割
に
は
、
明
ら
か
に
エ
ラ
ス
ト
ス
主
義
で
あ
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
ア
イ
ア
マ
ン
ガ
ー
は
、
テ
ン
プ
ル

の
教
育
観
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
育
制
度
の
申
に
、
自
由
と
正
義
と
い
う
二
つ
の
原
理
を
ほ
と
ん
ど
見

出
せ
な
い
と
感
じ
る
た
び
に
、
テ
ン
プ
ル
は
、
国
民
教
育
（
蜂
Φ
g
巨
昌
σ
q
。
P
冨
津
瓜
。
p
、
。
。
。
三
N
2
）
お
よ
び
国
家
の
道
徳
的
義
務
（
け
訂
導
。
巨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

曾
隠
。
P
冨
ω
巨
㊦
）
と
そ
れ
ら
の
原
理
と
の
関
連
を
、
全
力
を
尽
く
し
て
促
す
と
い
う
義
務
を
神
聖
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
、
と
。

98　（660）

①
労
働
者
教
育
協
会
は
、
一
九
Ω
二
年
、
ゴ
ア
の
支
援
を
受
け
た
A
・
マ
ン
ス
ブ

　
リ
ッ
ジ
（
≧
ぴ
Φ
詳
ζ
磐
ω
聞
箆
α
q
Φ
）
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
教
育
の
向
上
を
目
的

　
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
テ
ン
プ
ル
は
～
九
〇
八
年
か
ら
二
四
年
ま
で
そ
の
議
長
を

　
務
め
て
い
る
。

②
H
話
ヨ
。
p
σ
q
①
き
。
で
．
。
坤
膏
．
も
．
｝
①
b
。
’

③
労
働
者
教
会
は
、
救
世
軍
の
活
動
に
刺
激
を
受
け
た
J
・
ト
レ
ヴ
ァ
（
ぢ
ぎ

　
日
器
く
。
「
）
に
よ
っ
て
、
一
八
九
一
年
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
は
じ
め
て
設
立
さ

　
れ
た
。
一
八
九
【
年
か
ら
第
【
次
大
戦
ま
で
の
間
に
少
な
く
と
も
こ
一
の
労
働
者

　
教
会
が
存
在
し
て
い
た
。
ト
レ
ヴ
ァ
は
、
明
確
に
社
会
主
義
の
理
念
を
受
け
入
れ
、

　
生
産
手
段
お
よ
び
分
配
・
交
換
手
段
の
国
有
化
を
主
張
し
て
い
た
。

④
　
H
冨
臼
8
α
Q
Φ
H
b
℃
』
害
も
．
ω
認
■

⑤
月
§
竺
Φ
8
』
。
ぎ
ω
8
舞
ω
（
。
。
．
」
○
。
こ
り
8
）
》
ぎ
H
お
暮
⇔
σ
q
⑦
『
も
」
O
ω
．

⑥
≦
↓
の
日
瓢
ρ
、
癖
Φ
臣
く
竃
受
。
｛
○
匪
ω
け
、
甲
ぎ
§
§
§
誠
（
8
註
8
し
⑩
這
）
噛

　
℃
℃
■
N
O
ω
1
卜
⊃
O
餅
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⑦
≦
．
↓
Φ
忌
寅
℃
ミ
。
§
軋
9
誌
琳
§
亀
（
お
δ
）
甲
げ
〉
．
騨
ヒ
d
効
界
①
評
①
餅
§
㍗

　
§
ミ
§
§
N
魯
誤
ミ
ミ
蹟
（
ピ
。
⇔
山
8
b
．
3
も
5
δ
①
．

⑧
日
§
℃
『
件
。
冒
ぎ
ω
8
畠
。
。
（
卜
。
①
チ
○
。
壁
お
2
）
」
豊
門
象
8
α
q
9
℃
．
お
野

⑨
　
杉
本
稔
噸
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
史
研
究
』
（
北
樹
出
版
、
一
九
九
九
年
）
、
四
九
頁
。

⑩
小
関
隆
編
『
世
紀
転
換
期
イ
ギ
リ
ス
の
人
び
と
ー
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
シ
テ

　
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
臨
（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
、
　
一
四
頁
。

⑪
O
。
「
p
卜
§
§
一
段
℃
■
穿
り
．

⑫
≦
罫
訂
§
b
や
鼻
．
ら
9
㎝
餅

⑬
9
壱
Φ
馨
①
ゴ
。
ワ
簿
■
も
．
ω
P

⑭
即
O
■
O
＆
ぼ
α
Q
ぎ
。
F
臨
、
玉
匿
、
§
超
奪
ξ
（
い
。
巳
遠
し
り
愈
）
り
唱
」
N

⑮
ω
』
。
ω
睾
ρ
垢
∬
§
僑
空
§
恥
愚
潮
帖
ミ
§
§
冒
駄
§
鱒
§
（
目
。
路
鎚
O
p
お
b
。
0
）
闇

　
や
は
ρ

⑯
℃
．
即
蜜
。
ぎ
ぎ
戸
§
鴨
ざ
』
ミ
ら
ミ
℃
ミ
§
魯
電
駄
§
b
ご
ミ
阿
寒
ミ
旨

　
（
回
じ
O
P
縣
O
昌
w
一
㊤
O
O
）
も
．
卜
。
認
．

⑰
多
田
真
鋤
『
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
政
治
思
想
』
（
南
窓
社
、
一
九
七
九
年
）
、

　
一
一
二
頁
。

⑱
じ
d
。
。
。
雪
曾
Φ
戸
。
o
．
。
鉾
署
』
㊦
り
ー
ミ
ρ

第
三
章
　
一
九
一
九
年
授
権
法
の
成
立

第
［
節
　
セ
ル
ボ
ー
ン
委
員
会

⑲
彼
ら
三
入
は
、
当
時
か
ら
個
人
的
交
友
関
係
が
あ
り
、
ト
！
二
一
と
ビ
ヴ
ァ
り

　
ッ
ジ
の
妹
は
後
に
結
婚
し
、
テ
ン
プ
ル
が
そ
の
式
を
執
り
行
っ
て
い
る
。

⑳
↓
Φ
暑
『
8
H
同
旨
8
α
q
2
（
男
①
げ
」
㊤
濠
）
」
巳
話
ヨ
8
σ
Q
Φ
さ
。
唱
．
鼻
．
も
・
ω
N

⑳
回
H
撃
8
α
q
Φ
が
。
唱
．
簿
■
も
’
膳
ω
．

⑫
≦
■
↓
磐
鷲
ρ
§
鳴
浜
§
§
蹴
§
譜
ミ
§
。
曼
縣
（
ピ
。
註
。
p
一
⑩
一
〇
）
も
’
δ
一
．

㊧
β
閏
．
？
㊦
Φ
p
ぎ
軋
§
ミ
§
織
ミ
寒
§
（
一
8
9
も
．
卜
⊃
一
ρ

⑳
≦
↓
§
鷲
ρ
§
鳴
さ
ミ
恥
駄
勲
、
妬
§
ミ
§
（
一
じ
O
P
鳥
O
”
冒
回
O
一
一
）
甲
署
．
9
ふ
O
■

⑮
司
撃
覧
p
§
鴨
さ
ミ
笥
駄
℃
ミ
舅
。
・
ミ
曇
℃
．
①
ρ

⑯
　
新
井
明
門
ア
ン
グ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
」
鎌
屋
敏
和
他
面
噸
イ
ギ

　
リ
ス
思
想
の
流
れ
i
宗
教
・
哲
学
・
科
学
を
中
心
と
し
て
臨
（
北
樹
出
版
、
一
九

　
九
八
年
）
、
一
四
二
頁
。

⑳
寓
暑
　
σ
q
Φ
朗
。
や
鼻
．
も
．
り
ω
π

⑳
《
。
。
戦
暴
p
。
や
鼻
‘
p
命
悼
’

⑳
H
屋
ヨ
8
α
q
負
8
』
鄭
で
．
り
曲

⑳
國
「
撃
§
α
Q
㊦
き
。
唱
．
簿
■
も
’
㊤
ド

⑳
同
お
ヨ
o
p
α
q
p
。
マ
簿
．
も
．
↓
c
。
．

テ
ン
プ
ル
が
国
教
会
聖
職
者
と
し
て
公
的
活
動
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
…
○
年
代
は
、
国
教
会
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
大
な
意
味

（661）

を
も
つ
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
の
授
権
法
の
制
定
に
ひ
と
ま
ず
結
実
す
る
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
テ
ン
プ
ル
は
非
常
に
重
要
な
役
割
を
　
9
9



果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
時
期
に
お
け
る
一
連
の
出
来
事
の
直
接
的
発
端
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
非
国
教
化
の
決
定
で
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
に
ア
ス
キ
ス

自
由
党
内
閣
が
提
出
し
て
い
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
非
国
教
化
法
案
が
、
一
四
年
に
可
決
さ
れ
た
（
発
効
は
二
〇
年
）
。
こ
の
事
件
は
、
ダ
ー
ラ
ム
の
主

教
座
聖
堂
首
席
司
祭
（
紆
き
）
で
あ
っ
た
H
・
H
・
ヘ
ン
ソ
ン
（
剛
①
誉
①
答
国
Φ
器
δ
《
国
①
器
。
口
）
が
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
レ
ヴ
ュ
ー
（
肉
ミ
導
ミ
慧

寄
§
琶
』
誌
に
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
非
国
教
化
と
教
会
財
産
没
収
が
政
治
的
に
確
実
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
議
論
が
国
家
と
教
会
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

係
に
注
意
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、
ま
た
教
会
史
家
の
M
・
W
・
パ
タ
ー
ソ
ン
（
り
ト
・
芝
．
H
）
P
一
8
Φ
H
ω
O
］
P
）
が
、
「
こ
の
法
案
は
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ら
か
に
、
そ
れ
に
続
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
教
制
に
対
す
る
攻
撃
を
予
示
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
教
会
関
係
者
が
危
機
意
識

を
強
め
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
立
場
を
再
考
す
る
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ウ
ェ
ー
ル
ズ
非
国
教
化
法
案
提
出
の
翌
年
、
国
教
会
の
協
議
機
関
で
あ
る
代
議
制
教
会
会
議
（
㌘
箕
①
ω
①
葺
薮
く
①
9
霞
9
0
。
§
。
自
）
は
、
「
当

会
議
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
、
ヨ
ー
ク
の
両
大
主
教
に
対
し
て
、
国
家
1
1
教
会
関
係
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の
国
民
的
承
認
と
同
時
に
、
教
会
の

精
神
的
独
立
の
さ
ら
な
る
表
現
を
保
障
す
る
た
め
に
、
有
効
な
改
革
を
検
討
す
る
委
員
会
を
任
命
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
」
と
い
う
決
議
を
採

　
　
③

択
し
た
。
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
お
よ
び
ヨ
ー
ク
大
主
教
ラ
ン
グ
は
、
こ
れ
を
受
け
て
た
だ
ち
に
第
二
代
セ
ル
ボ
ー
ン
伯
爵

（
卜
。
．
α
国
巴
。
｛
ω
Φ
一
び
・
讐
Φ
　
≦
選
一
聲
≦
巴
号
σ
q
錘
く
Φ
評
ぎ
Φ
目
）
を
委
員
長
と
し
て
、
「
教
会
と
国
家
に
関
す
る
大
主
教
委
員
会
（
叶
ぽ
＞
8
匪
一
。
。
ぎ
窟
、

O
。
旨
月
極
Φ
①
8
9
貸
畠
き
仙
ω
け
跨
①
）
」
（
以
下
、
セ
ル
ボ
ー
ン
委
員
会
）
を
任
命
し
た
。
二
六
名
の
委
員
の
中
に
は
、
元
首
相
A
・
J
・
バ
ル
フ
ォ

ァ
（
〉
氷
解
こ
鋤
ヨ
①
ω
し
d
巴
｛
o
霞
）
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ハ
ウ
ス
館
長
D
・
エ
ア
（
∪
8
α
q
ξ
ω
国
饗
Φ
）
、
労
働
者
教
育
協
会
の
設
立
者
マ
ン
ス
ブ
リ
ッ

ジ
、
そ
し
て
ゴ
ア
と
テ
ン
プ
ル
ら
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
委
員
会
は
～
九
一
六
年
に
報
告
（
以
下
、
セ
ル
ポ
…
ン
報
告
）
を
提
出
す
る
。
こ
の
セ
ル
ボ
ー
ン
報
告
に
お
け
る
最
大
の
提
案
は
、
主
教
院

（
国
2
ω
①
・
｛
b
σ
酵
。
霧
）
、
聖
職
者
院
（
国
。
屋
①
。
｛
Ω
①
お
団
）
、
信
徒
院
（
国
・
臣
Φ
9
冨
芽
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
教
会
議
会
（
O
び
霞
9
》
。
・
ω
Φ
旨
匡
図
）

　
　
　
　
　
　
④

の
設
立
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
教
会
関
連
法
案
に
関
す
る
立
法
権
の
一
部
、
す
な
わ
ち
法
案
策
定
・
提
出
権
が
、
議
会
か
ら
こ
の
教
会
議
会
に
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⑤

委
譲
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
世
紀
転
換
期
以
降
に
お
け
る
議
会
の
管
轄
事
項
の
飛
躍
的
増
大
が
あ
っ
た
。

議
会
は
も
は
や
教
会
関
連
事
項
に
審
議
時
間
を
割
く
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
実
際
、
～
八
八
○
年
か
ら
～
九
＝
二
年
ま
で
に
、
二
一

七
本
の
教
会
関
連
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
一
八
三
本
が
否
決
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
八
三
本
の
う
ち
、
裁
決
を
経
て
否
決

さ
れ
た
法
案
は
わ
ず
か
一
本
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
は
す
べ
て
審
議
未
了
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
う
ち
一
六
二
本
は
一
度
も
審
議
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
翰
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
・
セ
ル
ボ
ー
ン
報
告
の
提
案
の
大
枠
に
は
・
国
教
会
聖
職
者
の
ほ
と
ん
ど
が
同
意
し
て
い

た
。　

聖
職
者
だ
け
で
な
く
、
セ
シ
ル
家
の
よ
う
に
国
教
会
に
利
害
を
も
つ
政
治
家
も
こ
の
改
革
に
は
賛
成
し
て
い
た
。
セ
ル
ボ
ー
ン
委
員
会
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

委
員
長
セ
ル
ボ
ー
ン
伯
爵
を
は
じ
め
五
人
の
セ
シ
ル
家
に
連
な
る
政
治
家
が
委
員
に
選
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
H
・
セ
シ
ル

（
野
σ
q
げ
○
Φ
。
巳
は
、
一
九
＝
｝
年
に
上
梓
し
た
『
保
守
主
義
（
O
§
ミ
§
駐
ミ
）
』
の
中
で
、
「
恐
ら
く
、
教
会
改
革
の
今
後
の
過
程
に
お
い
て
、

国
教
会
の
法
的
機
構
は
大
い
に
修
正
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
…
…
実
際
上
ど
の
よ
う
な
重
要
法
案
も
議
会
の
同
意
な
し
に
は
硬
磁
で
き
な
い
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
疑
い
も
な
く
あ
る
種
の
必
要
な
改
革
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
二
節
教
会
議
会
の
設
立

　
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
教
会
議
会
の
議
員
を
選
ぶ
際
の
選
挙
権
付
与
の
要
件
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
イ
ー
リ
i
大
聖
堂
の
参
事
会
員
M
・

G
・
グ
レ
イ
ズ
ブ
ル
ー
ク
（
匿
。
冨
巴
○
①
。
お
①
○
§
Φ
降
。
。
犀
）
が
、
『
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
（
◎
§
、
ミ
を
肉
§
§
）
』
誌
上
に
お
い
て

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
こ
れ
は
、
噸
国
教
会
』
が
選
挙
権
を
も
っ
て
い
る
人
々
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
」
を
意
味
し
て
お
り
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
が
っ
て
国
教
会
の
将
来
に
と
っ
て
、
「
選
挙
権
の
問
題
は
決
定
的
に
重
要
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
論
点
と
な
っ
た
の
は
、
選
挙
権
の
要
件
と
し
て
、
堅
信
（
O
。
臨
毒
舞
6
⇒
）
を
受
け
て
い
る
こ
と
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
洗
礼

（
じ
d
巷
口
。
・
讐
）
を
受
け
て
い
る
こ
と
と
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
セ
ル
ボ
ー
ン
報
告
は
選
挙
権
に
関
し
、
「
二
一
歳
以
上
の
、
受
聖
餐
者

！01 （663）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

か
、
洗
礼
と
堅
信
を
受
け
国
教
会
と
相
互
聖
餐
関
係
に
な
い
教
会
に
属
し
て
い
な
い
男
女
」
と
規
定
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
事
実
上
の
要

件
は
堅
信
の
有
無
と
な
っ
て
い
た
。

　
ゴ
ア
や
セ
シ
ル
家
の
政
治
家
は
、
堅
信
を
選
挙
権
の
要
件
に
す
る
こ
と
を
支
持
し
て
い
た
。
ゴ
ア
の
姿
勢
は
、
セ
ル
ボ
ー
ン
報
告
提
出
直
後

に
出
版
し
た
著
書
の
中
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
「
今
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
を
復
興
す
る
た
め
に
最
も
根
本
的
で
不
可
欠
な
改
革

は
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
概
念
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
第
　
に
求
め
る
の
は
、
よ
り
多
く
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
く
、
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

り
良
い
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
聖
職
者
で
は
な
く
、
よ
り
良
い
聖
職
者
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
非
国
教
化

も
支
持
し
て
い
た
ゴ
ア
は
、
こ
の
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
非
国
教
化
を
主
張
し
て
い
た
。
彼
は
一
九
一
二
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ラ
ン
グ
に
向
か
っ
て
、
「
ど
う
し
た
ら
、
国
教
制
が
存
続
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
ゴ
ア
に
と

っ
て
国
教
会
（
》
口
α
q
ぼ
き
○
ざ
H
畠
）
の
再
生
と
は
、
国
教
制
を
犠
牲
に
し
て
で
も
、
教
会
へ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
意
識
を
強
く
も
つ
「
良
い
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
」
と
「
良
い
聖
職
者
」
に
よ
っ
て
構
…
成
さ
れ
る
共
同
体
の
再
生
を
意
味
し
て
い
た
。
セ
ル
ボ
ー
ン
報
告
は
、
非
国
教
化
を
主
張
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
委
員
が
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
あ
く
ま
で
国
教
嗣
の
枠
内
で
改
革
案
を
策
定
す
る
と
い
う
原
則
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
枠
内
に
お
い

て
も
、
上
述
よ
う
な
教
会
観
を
も
つ
ゴ
ア
が
、
幼
児
期
に
通
過
儀
礼
的
に
受
け
る
洗
礼
で
は
な
く
、
洗
礼
を
受
け
た
者
が
自
ら
の
意
思
で
信
仰

を
確
認
す
る
堅
信
を
選
挙
権
の
要
件
と
し
て
主
張
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
圃
ル
ク
ス
・
ム
ン
デ
ィ
』
に
、
「
教
会
」
に
関
す
る
論
文

を
寄
せ
て
い
た
ロ
ッ
ク
も
、
そ
の
中
で
既
に
、
「
教
会
員
で
あ
る
こ
と
を
公
歯
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
受
洗
礼
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

『
教
会
』
に
含
め
る
人
々
も
い
る
が
、
現
実
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
洗
礼
者
の
中
に
も
境
界
線
を
引
く
」
と
述
べ
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
堅
信
を
要
件
と
す
る
こ
と
に
あ
た
っ
て
は
、
早
く
か
ら
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
て
い
た
。
グ
レ
イ
ズ
ブ
ル
ー
ク
は
、
「
報
告

の
提
案
し
て
い
る
こ
と
は
一
種
の
貴
族
制
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
セ
ル
ボ
ー
ン
報
告
の
堅
信
要
件
は
「
階
級
的
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

り
、
そ
こ
か
ら
は
「
き
ま
り
の
悪
い
推
測
が
引
き
出
さ
れ
得
る
」
と
も
批
判
し
て
い
る
。
洗
礼
は
通
常
、
教
区
教
会
の
司
祭
に
よ
る
幼
児
洗
礼

と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
が
、
堅
信
は
司
祭
で
は
な
く
主
教
が
執
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
A
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
（
〉
段
磐
田
ω
欝
σ
q
。
・
）
は
、
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「
裕
福
な
階
級
の
子
弟
が
堅
信
を
受
け
る
の
は
ほ
と
ん
ど
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
労
働
者
階
級
の
子
弟
の
間
で
は
堅
信
は
例
外
的
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
幼
児
洗
礼
の
割
合
は
上
昇
し
て
お
り
、
一
九
～
七
年
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
民
の
七
割

　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
越
え
て
い
た
。
一
方
で
堅
信
者
数
は
、
毎
年
二
〇
数
万
人
を
数
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
は
、
洗
礼
を
選
挙
権
の
要
件
と
す
る
こ
と

を
強
く
主
張
し
て
い
た
。
彼
は
、
「
な
ぜ
、
堅
信
を
受
け
る
だ
け
で
教
会
に
行
か
な
い
人
が
、
堅
信
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
よ
り
優
遇
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
の
か
。
…
…
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
、
堅
信
を
拒
否
す
る
の
は
勇
気
が
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
労
働
者
階
級
に

お
い
て
は
、
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
大
変
な
の
で
あ
る
。
…
…
選
挙
権
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
教
会
か
ら
の
疎
外
感
を
感
じ
る
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
⑲

う
」
と
述
べ
て
い
る
。
圏
民
教
会
の
理
想
は
、
国
民
の
大
多
数
を
占
め
る
労
働
者
階
級
を
国
教
会
に
包
摂
し
な
け
れ
ば
、
到
底
成
り
立
つ
も
の

で
は
な
か
っ
た
。

　
テ
ン
プ
ル
は
一
九
一
七
年
の
著
書
に
お
い
て
、
国
教
会
へ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
強
調
し
て
い
る
ゴ
ア
と
は
対
照
的
に
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

意
識
の
帰
属
先
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
強
調
し
て
い
る
。
彼
は
、
「
人
間
は
、
そ
の
本
質
の
深
み
に
お
い
て
社
会
的
で
あ
り
他
者
を
求
め
て

い
る
。
実
際
、
個
人
は
常
に
、
属
し
て
い
る
社
会
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
わ
た
し
は
ま
ず
自
分
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
斜
な
の
で
は
な
い
。
わ
た
し
は
、
自
分
の
親
の
子
で
あ
る
の
と
同
様
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
社
会
に
対
す
る

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
最
も
根
本
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
「
わ
た
し
は
、
他
の
ど
こ
で
も
な

く
自
分
の
属
し
て
い
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
意
志
の
実
現
を
見
る
で
あ
ろ
う
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

　
テ
ン
プ
ル
は
第
一
次
大
戦
の
最
中
、
～
九
　
七
年
一
二
月
に
『
タ
イ
ム
ズ
（
鵠
ミ
し
』
紙
上
に
お
い
て
、
「
今
こ
そ
が
、
教
会
が
そ
の
正
統

性
と
国
民
的
性
格
（
づ
P
仲
一
〇
⇔
曽
一
〇
げ
餌
H
餌
O
樽
Φ
H
）
を
立
証
す
る
最
大
の
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
最
後
の
機
会
で
あ
る
」
と
述
べ
、
選
挙
権
の
要
件
を
洗

礼
に
変
更
す
る
こ
と
を
目
的
の
ひ
と
つ
と
す
る
「
ラ
イ
フ
・
ア
ン
ド
・
リ
バ
テ
ィ
運
動
（
臣
｛
①
き
住
ご
σ
Φ
馬
出
。
＜
Φ
ヨ
①
・
け
）
」
と
呼
ば
れ
る
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

会
改
革
運
動
を
展
開
す
る
。
彼
は
そ
の
た
め
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
教
会
の
司
祭
を
辞
任
し
、
全
国
遊
説
に
駆
け
國
っ
て
い
る
。
～
方
、
反
社

会
主
義
者
で
あ
り
、
ゴ
ア
や
テ
ン
プ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
を
批
判
し
て
い
た
ヘ
ン
ソ
ン
も
、
教
会
観
に
関
し
て
は
テ
ン
プ
ル
と
歩
調
を
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合
わ
せ
て
い
た
。
ヘ
ン
ソ
ン
は
セ
ル
ボ
ー
ン
報
告
に
対
し
て
、
「
フ
ィ
ギ
ス
氏
の
『
近
代
国
家
に
お
け
る
教
会
』
が
こ
の
報
告
に
理
論
的
基
礎

を
提
供
し
て
い
る
。
…
…
フ
ィ
ギ
ス
氏
は
、
大
胆
に
も
教
会
を
他
の
圃
体
と
同
じ
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
。
教
会
は
、
大
学
や
ギ
ル
ド
、
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

組
合
や
会
社
や
ク
ラ
ブ
と
い
っ
た
も
の
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
」
と
批
判
し
て
い
た
。
テ
ン
プ
ル
同
様
、
国
教
会
が
歴
史
的
存
在
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
彼
は
、
「
歴
史
に
基
づ
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
教
は
教
会
人
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
国
民
的
な
の
で
あ
る
。

主
教
を
単
な
る
一
教
派
の
指
導
者
に
お
と
し
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
々
の
最
も
偉
大
な
歴
史
的
象
徴
の
ひ
と
つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

　
選
挙
権
の
要
件
は
、
教
会
外
の
人
々
を
も
巻
き
込
ん
で
展
開
さ
れ
た
ラ
イ
フ
・
ア
ン
ド
・
リ
バ
テ
ィ
運
動
の
成
果
も
あ
り
、
一
九
一
九
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

代
議
制
教
会
会
議
に
お
い
て
一
五
九
対
一
〇
九
の
差
で
洗
礼
へ
と
変
更
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
象
徴
的
な
修
正
は
、
新
た
に
設
立

さ
れ
る
教
会
議
会
の
正
式
名
称
が
、
○
げ
霞
。
げ
諺
ω
ω
Φ
日
げ
ξ
か
ら
累
月
鼠
8
巴
》
ω
ω
Φ
ヨ
げ
ぼ
○
臨
蔚
Φ
O
ぎ
H
o
ゲ
。
｛
国
軍
σ
q
ご
口
傷
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
後
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
授
権
法
案
は
、
三
〇
四
対
一
六
の
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
、
一
九
～
九
年
一
二
月
二
三
日
に
国
王

の
裁
可
を
受
け
成
立
し
た
。

　
代
議
制
教
会
会
議
に
お
け
る
こ
の
決
定
の
ひ
と
つ
の
結
果
は
、
ゴ
ア
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
主
教
辞
任
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大

主
教
に
宛
て
た
公
式
の
辞
表
の
中
で
、
辞
任
の
理
由
と
し
て
、
著
作
活
動
に
専
念
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

マ
王
教
を
辞
任
す
る
主
な
動
機
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
す
が
、
数
日
前
に
な
さ
れ
た
将
来
の
選
挙
権
に
関
す
る
代
議
制
教
会
会
議
の
決
定
も
、

そ
の
～
因
で
あ
る
こ
と
を
つ
け
加
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
、
「
わ
た
し
は
、
堅
信
を
選
挙
権
の
要
件
と
す

る
こ
と
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
会
の
国
民
的
地
位
（
p
幾
8
銑
℃
。
ω
三
8
）
を
維
持
す
る
代
わ
り
に
、
わ
れ
わ
れ
の
役
割
の
大
き
な
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

分
を
犠
牲
に
し
て
し
ま
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
記
し
て
い
る
。

　
授
権
法
の
成
立
に
よ
る
教
会
議
会
の
設
立
は
、
国
教
会
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
国
教
会
は
、

教
区
教
会
会
議
、
主
教
区
協
議
会
、
聖
職
議
会
（
O
O
P
く
O
O
簿
仲
一
〇
昌
）
、
代
議
制
教
会
会
議
な
ど
い
く
つ
か
の
重
層
的
・
縦
割
的
な
協
議
機
関
を
備
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え
て
い
た
が
、
実
際
に
国
教
会
を
全
体
と
し
て
統
治
し
て
い
た
の
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
国
政
議
会
で
あ
っ
た
。
教
会
議
会
の
設
立
に
よ

っ
て
、
国
教
会
は
史
上
初
め
て
、
独
自
の
一
元
的
な
統
括
機
関
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

イングランド国教会における教会観の変化　1889－1924年（井上）

①
国
．
悶
．
璃
①
湯
。
戸
．
9
母
畠
帥
巳
ω
麩
Φ
ぎ
穿
α
q
一
鋤
銭
．
響
§
Q
肉
ミ
暮
ミ
聴
智
・

　
ミ
鳴
β
O
o
8
ぴ
Φ
二
⑩
δ
も
』
一
〇
．

②
竃
．
類
．
評
叶
寅
ω
。
p
国
§
§
ゼ
曼
§
9
ミ
き
野
曝
唇
ミ
（
じ
。
巳
。
p

　
巳
憲
γ
℃
H
⑦
｛
霧
9

③
§
鴨
国
§
ミ
簿
§
．
G
§
ミ
ミ
題
§
9
ミ
ミ
§
翫
恥
ミ
ミ
沁
愚
ミ
罎
§
出
導
§
－

　
ミ
§
（
ω
勺
O
囚
篇
鎗
①
）
（
以
下
、
沁
愚
。
幕
γ
H
艮
δ
費
。
齢
一
〇
p

④
教
会
議
会
以
下
の
組
織
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
教
区

　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
教
会
会
議
（
℃
碧
o
o
春
夢
○
げ
霞
魯
O
o
§
。
ε
を
も
つ
。

　
教
区
教
会
会
議
の
代
表
は
、
教
会
員
の
男
女
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
。
教
区
教
会
司

　
祭
と
そ
の
他
の
教
区
内
の
聖
職
者
は
職
権
上
（
Φ
×
o
験
。
一
〇
）
そ
の
議
員
と
な
る

　
が
、
信
徒
が
常
に
多
数
と
な
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
。
教
区
教
会
会
議
は
地
区
大

　
執
事
協
議
会
（
沁
β
H
一
匹
Φ
O
効
昌
P
一
　
〇
〇
口
｛
Φ
「
Φ
P
O
㊦
）
の
信
徒
代
表
を
選
出
す
る
。
地
区

　
大
執
事
区
（
霞
固
こ
Φ
磐
①
蔓
）
の
聖
職
者
が
、
そ
こ
に
加
わ
る
。
地
区
大
執
事
協

　
議
会
か
ら
、
主
教
区
協
議
会
（
圃
）
一
〇
〇
㊦
ω
山
P
O
O
⇒
｛
Φ
「
Φ
P
O
Φ
）
の
信
徒
代
表
が
選
ば

　
れ
る
。
そ
こ
で
は
主
教
区
の
聖
職
者
の
数
と
信
徒
代
表
の
数
は
同
数
と
さ
れ
る
。

　
主
教
区
協
議
会
か
ら
、
主
教
区
の
人
口
比
に
従
っ
て
、
教
会
議
会
の
信
徒
院
の
代

　
表
が
選
ば
れ
る
。
聖
職
者
院
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
部
は
職
権
上
、
他
は
大
執
事
区

　
（
舘
畠
傷
＄
。
o
ロ
蔓
）
ご
と
に
聖
職
者
の
互
選
で
選
ば
れ
る
。
主
教
院
は
、
全
主

　
教
区
主
教
と
、
そ
の
他
の
主
教
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

⑤
議
会
に
提
出
す
る
法
案
の
採
択
に
は
、
三
院
す
べ
て
の
賛
成
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
三
院
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
法
案
は
、
議
会
両
院
お
よ
び
枢
密
院
教
会
委
員
会

　
（
国
0
9
霧
貯
ω
酔
げ
巴
O
o
臼
巨
け
器
r
。
o
｛
普
①
勺
ユ
く
《
O
o
雪
。
臨
）
に
送
付
さ
れ
る
。

　
こ
れ
を
ま
ず
、
教
会
委
員
会
が
審
議
し
、
そ
の
報
告
書
を
両
院
に
、
委
員
会
の
判

　
断
を
付
し
て
送
付
す
る
。
委
員
会
の
判
断
が
賛
成
で
あ
れ
ば
、
提
出
法
案
は
四
〇

　
日
以
内
に
否
決
さ
れ
な
け
れ
ば
自
動
的
に
通
過
し
、
判
断
が
反
対
で
あ
れ
ば
、
議

　
会
で
審
議
さ
れ
採
決
に
か
け
ら
れ
る
。
法
案
が
議
会
を
通
過
す
る
と
、
教
会
委
員

　
会
が
国
王
に
裁
可
を
求
め
る
。
そ
し
て
事
実
上
、
自
動
的
に
裁
可
を
受
け
、
議
会

　
法
と
し
て
成
立
す
る
。

⑥
肉
魯
ミ
な
』
り
．

⑦
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
三
期
首
相
を
務
め
た
ソ
…
ル
ズ
ベ

リ
ー
侯
爵
（
ω
．
α
罫
§
霧
。
｛
ω
駐
ぎ
団
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刃
。
げ
g
鍵
ぎ
円
農
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0
霧
。
o
春
9
0
①
亀
）
の
娘
を
妻
に
も
つ
委
員
長
セ
ル
ボ
ー
ン
伯
爵
、
そ
の
息
子

　
ウ
ォ
ー
マ
ー
子
爵
（
＜
一
ω
O
O
信
P
け
く
『
O
一
ヨ
Φ
「
“
幻
O
自
P
画
㊦
一
一
〇
㊦
O
山
℃
鋤
一
直
Φ
「
）
、
ソ
ー

　
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
五
男
ヒ
ュ
ー
・
セ
シ
ル
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
甥
バ
ル
フ
ォ
ア
お

　
よ
び
そ
の
一
族
の
デ
ヴ
ォ
ン
シ
ャ
…
公
爵
（
Φ
曾
U
¢
冨
。
｛
U
Φ
く
。
ロ
ω
窪
冨
一
≦
？

　
8
「
○
貯
裂
ご
旧
位
琶
ご
ヨ
O
効
く
Φ
昌
象
筈
）
で
あ
る
。

⑧
閏
■
O
Φ
・
拝
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ミ
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、
§
騨
ミ
（
一
り
冨
y
栄
田
卓
弘
訳
『
保
守
主
義
と
は
何
か
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早
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学
出
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九
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九
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、
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○
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⑮
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．
①
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幼
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①
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①
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．
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．
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⑱
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ミ
具
誉
u
①
ρ
一
リ
ヨ
．

国
Φ
易
8
》
o
や
。
苫
竈
』
一
。
。
幽
陥
り
．

○
．
O
げ
践
鼠
。
飼
轄
誠
書
寒
誠
ミ
N
（
客
。
「
鼠
。
ダ
一
8
ε
闇
暑
．
辰
①
山
ミ
．

b
u
①
一
一
b
や
鼻
・
も
．
ゆ
①
⑩
’

O
o
お
ε
U
9
＜
箆
ω
o
p
一
p
ω
色
一
w
o
で
．
鼻
．
も
■
O
謡
・

106 （668）

第
四
章
　
C
O
酔
E
C

第
［
節
　
C
O
P
E
C
の
開
催

　
教
会
議
会
の
設
立
は
、
国
教
会
が
政
府
と
は
～
定
の
距
離
を
保
っ
た
ひ
と
つ
の
組
織
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
取
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
て
い
た
。
当
面
要
求
さ
れ

た
の
は
、
第
｛
次
大
戦
直
後
の
経
済
的
困
窮
に
対
し
て
、
国
教
会
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

第
一
次
大
戦
の
結
果
、
石
炭
業
、
鉄
鋼
業
、
造
船
業
と
い
っ
た
輸
出
に
依
存
す
る
産
業
が
世
界
的
場
の
縮
小
な
ど
に
よ
り
深
刻
な
不
況
に
陥
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
大
量
の
失
業
者
が
生
ま
れ
る
な
ど
し
て
社
会
不
安
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
状
況
下
で
国
教
会
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者

は
、
一
九
一
九
年
に
C
S
U
を
「
工
夫
宣
教
団
（
宕
奨
羨
護
G
。
ω
δ
轟
）
」
と
の
合
併
に
よ
っ
て
「
産
業
キ
リ
ス
ト
教
協
会
（
ぎ
曾
ω
巳
巴
9
昏
口
舞

閃
巴
・
壽
江
唱
）
」
（
以
下
、
I
C
F
）
に
発
展
さ
せ
、
こ
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
時
期
の
彼
ら
の
経
済
・
産
業
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
は
、
一
九
二
四
年
の
「
キ
リ
ス
ト
教
政
治
・
経
済
・
市
民
会
議

（
0
8
貯
Φ
　
8
。
⇔
O
甑
ω
鼠
⇒
℃
。
臣
。
ω
ゆ
国
。
8
・
慧
。
ω
芋
餌
Ω
晋
Φ
丑
日
℃
）
」
（
以
下
、
C
O
P
E
C
）
の
開
催
で
あ
る
。
C
O
P
E
C
は
、
第
　
次
大



イングランド国教会における教会観の変化　1889－1924年（井上）

戦
中
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
・
王
教
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
委
員
会
の
ひ
と
つ
、
第
五
委
員
会
が
～
九
一
八
年
に
提
出
し
た
報
告
書
、

『
キ
リ
ス
ト
教
と
産
業
問
題
（
9
・
帖
駐
§
昼
§
蹴
旨
譜
恥
ミ
織
N
卸
6
ミ
§
砺
）
』
に
起
源
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
C
S
U
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ

た
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
主
教
タ
ル
ボ
ッ
ト
が
委
員
長
を
務
め
た
こ
の
委
員
会
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
主
教
ゴ
ア
、
ト
ー
ニ
ー
、
そ
し
て
労
働
党

議
員
G
・
ラ
ン
ズ
ベ
リ
ー
（
0
8
茜
Φ
冨
蕊
窪
蔓
）
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
ト
ー
ニ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た
報
告
書
は
、
今
日

の
産
業
主
義
の
問
題
は
そ
の
競
争
原
理
に
あ
る
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
経
済
・
産
業
領
域
へ
の
適
用
を
教
会
が
積
極
的
に
推
進
す
る
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

　
テ
ン
プ
ル
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
ア
ビ
ー
の
参
事
会
員
で
あ
っ
た
一
九
一
九
年
頃
か
ら
こ
の
報
告
に
基
づ
い
た
全
国
的
な
会
議
を
開

催
す
る
こ
と
を
構
想
し
は
じ
め
て
い
た
。
そ
し
て
翌
一
九
二
〇
年
に
は
、
I
C
F
の
協
力
に
よ
り
、
テ
ン
プ
ル
を
議
長
と
し
て
約
三
五
〇
名
か

ら
な
る
C
O
P
E
C
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
広
範
に
議
論
す
る
一
二
の
小
委
員
会
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
内
訳
は
、
「
神
の
本
性
と
現
世
に
お
け
る
そ
の
目
的
」
、
「
教
育
」
、
「
家
庭
」
、
「
性
関
係
」
、
「
余
暇
」
、
「
犯
罪
の
取
り
扱
い
」
、
「
国

際
関
係
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
と
戦
争
」
、
「
産
業
と
財
産
」
、
「
政
治
と
市
民
」
、
「
教
会
の
社
会
的
役
割
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
的
役
割
」
で
あ
る
。

小
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
に
調
査
を
行
い
、
報
告
書
を
作
成
、
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
社
会
問
題
を
総
合
的
に
議

論
す
る
た
め
に
、
一
九
二
四
年
四
月
、
二
一
年
よ
り
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
主
教
に
就
任
し
て
い
た
テ
ン
プ
ル
の
主
宰
の
下
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
お

い
て
C
O
P
E
C
本
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
教
会
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
は
、
こ
の
会
議
に
必
ず
し
も
全
面
的
に
協
力
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
は
一
九
一
一
一
年
以
来
何
度
も
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
に
手
紙
を
送
り
会
議
へ
の
参
加
を
要
請
し
て
い
た
が
、
デ

ヴ
ィ
ド
ソ
ン
は
つ
い
に
参
加
を
了
承
し
な
か
っ
た
。
デ
ヴ
イ
ド
ソ
ン
は
、
国
教
会
が
政
治
・
経
済
問
題
に
何
ら
か
の
政
策
を
も
っ
て
介
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
の
基
盤
が
揺
ら
い
で
し
ま
う
と
い
う
危
惧
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
テ
ン
プ
ル
と
並
ん
で
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
の
後
継
者
と

目
さ
れ
て
い
た
ヘ
ン
ソ
ン
は
、
社
会
的
な
改
革
よ
り
も
個
人
的
な
回
心
が
先
行
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
C
O
P
E
C
を
批
判
し
て
107 （669）



　
①
い
た
。
こ
の
よ
う
な
主
要
な
聖
職
者
の
不
参
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
議
は
世
界
各
国
か
ら
超
教
派
的
に
～
四
〇
〇
名
以
上
（
う
ち
海
外
か
ら

八
○
名
）
の
代
表
を
招
い
て
開
催
さ
れ
、
開
会
式
で
は
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
や
首
相
R
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（
閃
聾
ω
の
《
鋒
8
U
・
冨
包
、
前
首
相

S
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（
ω
莚
巳
①
《
田
島
鼠
⇒
）
、
元
首
相
H
・
ア
ス
キ
ス
（
国
塞
げ
畏
》
ω
羽
翼
）
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
ま
れ
た
。

　
C
O
P
E
C
の
小
委
員
会
報
告
の
う
ち
、
経
済
・
産
業
間
食
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
の
は
、
C
・
ス
ミ
ス
（
O
O
　
ω
陛
即
昌
O
Φ
ω
国
P
一
巳
P
）
を
委
員
長

と
し
て
、
ト
ー
ニ
ー
ら
二
九
名
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
「
産
業
と
財
産
」
小
委
員
会
の
報
告
で
あ
る
。
第
五
委
員
会
報
告
の
事
実
上
の

作
成
者
で
あ
る
ト
ー
ニ
ー
が
、
こ
の
報
告
書
の
作
成
に
お
い
て
も
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
あ
り
、
「
産
業
と
財
産
」
報
告
は
、
今
日

の
産
業
主
義
の
問
題
点
を
あ
ら
た
め
て
主
張
し
、
そ
の
改
善
を
は
か
る
改
革
的
色
彩
に
富
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
は
競
争
社
会
に
対
す
る
批
判
が

繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
社
会
に
対
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
目
的
は
、
経
済
活
動
を
「
獲
得
の
動
機
か
ら
、
奉
仕
の
動
機
へ
と
変
化
さ
せ
る

こ
と
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
適
正
な
賃
金
、
完
全
雇
用
、
富
の
よ
り
公
平
な
配
分
、
競
争
よ
り
も
協
力
の

精
神
の
優
越
と
い
っ
た
、
多
く
の
「
理
想
」
が
頭
張
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
私
有
財
産
制
に
対
す
る
批
判
が
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
労
働
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

企
業
経
営
権
の
一
部
を
譲
与
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
報
告
書
に
お
い
て
も
、
「
産
業
と
財
産
」

報
告
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
が
内
包
す
る
諸
問
題
に
対
す
る
国
教
会
と
し
て
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
聖
書
の
原
理
と
現
実
社

会
の
問
題
と
を
つ
な
ぐ
倫
理
基
準
、
「
中
間
原
理
（
七
一
象
一
Φ
》
×
δ
ヨ
）
」
を
導
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

108　（670）

第
二
節
　
C
O
P
ε
C
の
意
義

　
C
O
P
E
C
の
開
催
は
、
疑
い
な
く
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
、
国
教
会
さ
ら
に
は
国
内
外
の
キ
リ
ス
ト
教
会
全
体
に
と
っ
て
、
画
期
的
な
出

来
事
で
あ
っ
た
。
社
会
の
＝
一
の
領
域
に
わ
た
る
小
委
員
会
報
告
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
本
会
議
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
り
キ
リ
ス
ト

教
会
の
理
念
と
理
想
を
議
論
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
に
基
づ
い
た
社
会
の
進
む
べ
き
方
向
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、

国
教
会
が
経
済
問
題
を
中
心
と
し
た
社
会
の
諸
問
題
に
対
し
て
、
積
極
的
に
介
入
し
て
ゆ
く
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
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C
O
P
E
C
で
は
、
諸
報
告
書
に
お
い
て
「
社
会
の
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
雷
葉
が
何
度
も
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
人
的
な
慈
善
活
動
が

中
心
で
あ
っ
た
一
九
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
比
べ
て
、
よ
り
包
括
的
・
社
会
的
な
活
動
を
志
向
し
て
い
た
。
「
産
業
と
財
産
」
報
告

書
は
そ
の
「
結
論
」
に
お
い
て
、
＝
九
世
紀
の
産
業
の
飛
躍
的
発
展
は
、
間
違
い
な
く
社
会
全
体
を
豊
か
に
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

国
民
の
良
心
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
社
会
的
悲
劇
を
も
生
み
出
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
C
O
P
E
C
は
｝
九
世
紀
的
な
キ
リ

ス
ト
教
社
会
主
義
の
限
界
に
直
面
し
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
が
、
諸
個
人
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
慈
善
活
動
と
し
て
で
は
な
く
、

社
会
の
シ
ス
テ
ム
自
体
に
働
き
か
け
る
活
動
と
し
て
、
新
た
な
教
会
の
活
動
を
模
索
し
は
じ
め
る
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
C
O

P
E
C
を
通
じ
て
、
世
界
各
国
の
諸
教
会
が
社
会
問
題
へ
積
極
的
に
介
入
し
て
ゆ
く
土
壌
が
作
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な

宗
教
学
者
J
・
ベ
ネ
ッ
ト
（
｝
。
ぎ
潮
目
①
巳
は
、
C
O
P
E
C
に
関
し
て
、
そ
の
後
の
「
世
界
に
お
け
る
こ
の
傾
向
の
最
も
偉
大
な
代
表
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
、
テ
ン
プ
ル
で
あ
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
教
会
の
ウ
ェ
ズ
レ
ー
神
学
校
校
長
W
・
F
・
ロ
フ
ト
ハ
ウ
ス
（
類
．
男
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ピ
。
｛
渉
8
ω
①
）
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
と
神
に
対
す
る
テ
ン
プ
ル
の
最
大
の
奉
仕
は
、
C
O
P
E
C
で
あ
っ
た
」
と
さ
え
評
し
て
い
る
。
C
O
P
E

C
で
示
さ
れ
た
数
々
の
社
会
政
策
に
関
す
る
提
案
は
、
同
年
に
お
け
る
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
労
働
党
政
権
の
崩
壊
も
あ
り
、
直
接
的
に
は
イ
ギ
リ
ス

社
会
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
が
、
「
C
O
P
E
C
の
重
要
性
は
、
聖
職
者
、

信
徒
を
問
わ
ず
、
国
教
会
の
指
導
者
た
ち
が
ト
ー
リ
i
的
な
態
度
か
ら
、
大
規
模
な
社
会
改
革
や
福
祉
国
家
の
形
成
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
な

立
場
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
、
成
人
教
育
と
し
て
の
長
期
的
プ
ロ
セ
ス
に
存
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
は
第
二
次
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
を
特
徴
付
け
る
福
祉
国
家
政
策
に
着
実
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
C
O
P
E
C
に
お
け
る
成
果
は
、
社
会
問
題
に
教
会
が
介
入
す
る
と
い
う
C
S
U
以
来
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
理
想
を
受

け
継
ぐ
と
と
も
に
、
そ
の
手
法
を
よ
り
社
会
的
な
も
の
へ
と
変
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
C

O
P
E
C
に
示
さ
れ
て
い
る
教
会
観
で
あ
る
。
テ
ン
プ
ル
は
閉
会
式
典
に
お
い
て
、
「
こ
の
会
議
は
、
全
キ
リ
ス
ト
教
会
を
代
表
す
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ
る
」
と
宣
言
し
て
い
る
。
テ
ン
プ
ル
の
伝
記
作
者
」
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
（
甘
ω
Φ
色
出
0
8
訂
門
）
が
、
「
会
議
の
社
会
調
査
と
そ
れ
に
対
す
る
見
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解
は
、
第
一
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
長
期
的
に
重
要
な
の
は
、
萌
芽
期
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
与
え
た
影
響
で
あ
る
」
と
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
い
る
よ
う
に
、
C
O
P
E
C
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
（
教
会
再
製
～
）
運
動
の
側
面
に
お
い
て
も
大
き
な
転
機
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
意
味
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
C
O
P
E
C
の
起
源
の
問
題
で
あ
る
。
C
O
P
E
C
の
社
会
福
祉
面
で
の
意
義
を
重
視
す
る
ケ
ン
ト
ら
の

先
行
研
究
で
は
、
上
述
の
よ
う
に
C
O
P
E
C
の
起
源
と
し
て
第
五
委
員
会
報
告
を
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
エ
キ
ュ
メ
雨
眉
ル
運

動
の
流
れ
の
中
に
C
O
P
E
C
を
位
置
付
け
る
な
ら
、
一
九
〇
九
年
忌
テ
ン
プ
ル
を
議
長
と
し
て
開
催
さ
れ
た
マ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
会
議
も
注
目
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
る
。
実
際
テ
ン
プ
ル
は
、
「
C
O
P
E
C
は
マ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
の
直
接
の
結
果
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
マ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
テ
ン
プ

ル
が
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
「
学
生
キ
リ
ス
ト
教
運
動
（
ω
け
¢
島
Φ
μ
け
○
げ
【
一
ω
け
一
鋤
⇔
ζ
O
く
Φ
露
Φ
臣
け
）
」
（
以
下
、
S
C
M
）
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
大
会
で

あ
る
。
S
C
M
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
オ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
学
生
を
中
心
と
し
た
学
生
団
体
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
当
時
の
エ
キ
ュ
メ
画
品
ル

運
動
の
中
心
的
な
組
織
で
も
あ
っ
た
。
マ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
問
題
（
○
筐
巴
き
ξ
9
註
ω
。
。
邑
甲
・
げ
・

一
Φ
ご
）
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
他
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と
の
協
力
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
会
議
の
結
果
と
し
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」

と
し
て
社
会
問
題
へ
の
対
策
を
検
討
す
る
超
教
派
的
団
体
「
コ
リ
ー
ジ
ウ
ム
（
○
。
一
一
①
σ
q
冒
日
）
」
が
テ
ン
プ
ル
を
議
長
と
し
て
結
成
さ
れ
る
。
第

一
次
大
戦
後
、
C
O
P
E
C
を
具
体
的
に
提
案
し
準
備
し
た
の
は
、
こ
の
コ
リ
ー
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
C
O
P
E
C
は
教
会
の
社
会
介
入
の
姿
勢
を
明
確
に
す
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
諸
教

会
問
の
関
係
の
強
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
場
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
社
会
介
入
の
主
体
は
、
ゴ
ア
的
な
ソ
リ
ッ
ド
で

修
道
会
的
な
教
会
組
織
で
は
な
く
、
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
と
い
う
非
常
に
拡
散
的
な
教
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
教
会
観
は
、
一
方
で
は
世

界
的
な
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
テ
ン
プ
ル
に
よ
る
一
九
四
二
年
の
「
全
英
教
会
会
議
（
じ
d
拳
玉
○
・
醤
。
臨

。
臨
○
巨
8
9
ω
）
」
の
設
立
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
ゴ
ア
的
な
世
俗
的
な
国
民
か
ら
の
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
否
定
し
、
緩
や
か
な
キ
リ
ス
ト
教
価

値
観
に
基
づ
い
た
「
国
民
教
会
」
の
形
を
作
ろ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
が
一
九
世
紀
的

な
「
上
層
階
級
に
よ
る
慈
善
的
行
為
」
か
ら
、
国
民
的
な
福
祉
国
家
政
策
に
対
す
る
賛
同
へ
と
変
化
す
る
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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イングランド国教会における教会観の変化　1889－1924年（井上）

お
　
わ
　
り
　
に

　
～
九
世
紀
末
か
ら
世
紀
転
換
期
に
か
け
て
の
国
教
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
吟
社
ム
写
王
義
を
主
に
推
進
し
て
い
た
の
は
、
ゴ
ア
を
中
心
と
す
る

C
S
U
で
あ
っ
た
。
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
の
影
響
の
下
、
彼
ら
は
「
神
の
意
思
を
受
け
た
聖
な
る
機
関
」
で
あ
る
教
会
を
担
っ
て
い
る
と
い

う
強
い
使
命
感
に
基
づ
き
、
熱
心
な
慈
善
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
反
収
ラ
ス
ト
ス
主
義
を
趣
旨
と
し
て
い
た
彼
ら
は
、
国
家
と
は
異

な
っ
た
次
元
に
教
会
の
正
統
性
を
求
め
、
世
俗
的
な
国
民
か
ら
の
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
強
調
し
て
い
た
。

　
世
紀
転
換
期
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
は
、
行
政
的
国
家
（
ω
韓
Φ
）
の
拡
大
や
社
会
に
お
け
る
世
俗
化
の
進
行
を
受
け
て
、
国

教
会
が
自
ら
の
あ
り
方
の
再
設
定
を
強
く
迫
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
国
教
会
の
聖
職
者
や
国
教
会
に
利
害
を
も
つ
政
治
家
か
ら

は
、
楽
し
い
時
代
に
お
け
る
国
教
会
の
あ
り
方
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
思
想
は
多
様
で
交
錯
し
て

い
た
。
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
や
主
教
を
歴
任
し
た
ヘ
ン
ソ
ン
は
、
必
ず
し
も
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
が
主
張
す
る
国
教
会

の
社
会
介
入
に
は
賛
同
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
や
ケ
ン
ト
が
重
視
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
を

推
進
し
よ
う
と
す
る
ゴ
ア
、
テ
ン
プ
ル
と
、
そ
れ
に
賛
同
し
な
い
「
保
守
派
」
の
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
、
ヘ
ン
ソ
ン
と
い
う
構
図
も
確
か
に
存
在
し

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
理
想
と
す
る
教
会
観
の
相
違
に
着
目
し
た
場
合
、
「
国
民
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
冨
酔
ご
ロ
巴
9
舞
畠
）
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
、
真
の
教
会
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
キ
ー
ブ
ル
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
ゴ
ア
ら
ア
ン
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グ
ロ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
教
会
観
と
、
テ
ン
プ
ル
、
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
ら
ア
ー
ノ
ル
ド
流
の
「
国
民
教
会
（
臣
鋤
肖
一
〇
】
ρ
鋼
一
〇
】
ρ
信
「
O
げ
）
」
を
理
想
と
す
る
広

教
会
派
の
教
会
観
と
の
対
立
、
と
い
う
構
図
も
明
確
に
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
ヘ
ン
ソ
ン
も
教
会
観
に
関
し
て
言
え
ば
、
「
す
べ
て
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
国
教
会
（
9
葭
9
。
｛
穿
σ
q
冨
巳
）
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
国
民
教
会
（
0
ざ
8
げ
。
臨
画
Φ
⇒
巴
。
昌
）
で
あ
る
か
ら
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
立
場
は
堅
持
し
な
が
ら
も
国
民
教
会
の
理
想
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
二

〇
世
紀
と
い
う
新
た
な
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
が
理
想
と
考
え
る
教
会
観
の
相
違
が
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
推
進
を
通
じ
て
顕
在
化
、
先
鋭
化

し
た
と
も
言
え
る
。
無
論
、
こ
こ
に
示
し
た
二
つ
の
思
想
上
の
対
立
軸
は
背
反
的
な
も
の
で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
前
者
の
構
図
に
注
目
す
る
な
ら
、
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
や
ア
サ
ー
ト
ン
の
言
う
よ
う
に
、
テ
ン
プ
ル
が
、
ゴ
ア
、
ス
コ
ッ
ト
睡
ホ
ラ
ン
ド
か

ら
今
B
の
プ
レ
ス
ト
ン
、
ブ
レ
ア
に
連
な
る
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
伝
統
に
お
け
る
重
要
な
鎖
の
環
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
を
推
進
す
る
主
体
と
な
る
教
会
観
に
注
目
す
る
な
ら
、
ゴ
ア
と
テ
ン
プ
ル
の
間
に
は
明
確
な
相
違
が
あ
っ

た
。
こ
の
意
味
で
は
、
テ
ン
プ
ル
は
鎖
の
一
環
で
あ
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
王
義
の
大
き
な
転
換
を
担
う
存
在
で
も
あ
っ
た
と
言
え

る
。　

授
権
法
の
策
定
過
程
に
お
け
る
選
挙
権
の
要
件
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
テ
ン
プ
ル
の
主
張
す
る
「
教
会
の
国
民
的
地
位
」
と
、
ゴ
ア
の
言
う

「
わ
れ
わ
れ
の
大
き
な
役
割
」
と
の
ジ
レ
ン
マ
の
表
出
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
国
教
会
は
最
終
的
に
、
聖
性
の
希
薄
化
を
犠
牲
に
、
「
国
民
的
地

位
」
を
維
持
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
C
O
P
E
C
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
主
体
と
想
定
さ
れ
た
の
は
、
修
道
会
的

な
教
会
で
は
な
く
、
拡
散
的
で
曖
昧
な
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
で
あ
っ
た
。

　
大
度
と
慣
習
に
守
ら
れ
た
国
教
（
Φ
ω
門
地
ぴ
一
一
ω
ゲ
①
伍
O
ぴ
信
H
O
ず
）
の
地
位
の
喪
失
を
前
に
し
て
、
こ
の
時
期
の
国
教
会
は
、
新
た
に
依
っ
て
立
つ
基

盤
を
模
索
し
て
い
た
。
国
教
会
の
選
ん
だ
道
は
、
「
聖
な
る
組
織
」
で
は
な
く
、
「
国
民
教
会
」
と
し
て
国
教
（
9
霞
畠
。
h
穿
α
Q
鼠
巳
）
を
維
持

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
デ
ヴ
イ
ド
ソ
ン
が
、
上
述
の
ゴ
ア
の
辞
表
に
お
い
て
、
当
初
「
教
会
の
国
教
的
地
位
（
①
器
顕
ω
げ
巴
℃
。
ω
隷
8
）
を
維
持

す
る
代
わ
り
に
」
、
と
あ
っ
た
文
言
を
、
「
教
会
の
国
民
的
地
位
（
容
認
。
き
ξ
。
ω
三
8
）
を
維
持
す
る
代
わ
り
に
」
、
と
修
正
さ
せ
た
こ
と
は
、
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③

そ
の
関
心
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
世
俗
的
な
国
民
か
ら
分
離
す
る
こ
と
な
く
、

選
択
で
あ
り
、
そ
の
模
索
は
国
教
会
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
今
日
も
続
い
て
い
る
。

彼
ら
と
の
折
り
合
い
を
模
索
し
続
け
よ
う
と
す
る

①
国
』
δ
≦
p
9
ミ
S
§
概
勲
職
、
ミ
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譜
謹
b
u
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§
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N
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O
（
ぴ
。
巳
8
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お
①
一
）
闇
℃
．
心
ω
餅

②
9
鼠
註
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ぎ
津
浅
§
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昌
。
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悼
’

③
b
け
亀
b
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’
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京
都
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学
大
学
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学
研
究
科
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）
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Shifts　in　Thinking　withn　the　Church　of　England，　1889－1924：

　　　　　　The　Christian　Social　Union　and　William　Temple

by

INouE　Osamu

　　In　the　19th　century，　with　secularism，　rationalism　and　liberalism　gaining　momen－

tum，　the　Church　of　England　was　losing　its　grip　on　society　as　the　Established

Church．　From　the　end　of　the　century，　the　importance　of　the　state　on　society　be－

came　increasingly　clear．　‘Christiar｝　Socialism’　was　one　of　the　answers　that　priests

of　the　Church　of　EnglaRd　advocated　in　the　crises　over　the　continued　existence　of

the　Church　as　the　Estabtished　Church．　By　the　beginning　of　the　20th　centui’y，　the

idea　thatthe　Church　should　intervene　in　social　problems，　especially　economic　in－

jus£ice，　gained　much　support　among　priests　of　the　Church．

　　One　of　the　most　divisive　topics，　however，　was　how　the　Church　should　be　res－

tructured．　Diverse　visions　arose　from　among　the　priesthood　and　these　provoked

disputes．　The　leaders　of　the　Christian　Social　Union，　which　was　the　main　body

promoting　Christian　Socialism，　had　a　rather　rigid　vision　of　the　Church　and　hoped　to

prescribe　membership　of　the　Church　strictly　and　exclusively．　On　the　other　hand，

Wanam　Temple，　who　was　also　a　Christian　Socialist　and　thus　an　intimate　of　the

CSU　leaders，　had　a　rnore　inc｝usive　vision　of　the　Church．　He　envisaged　a　National

Church　with　a　broader　membership．　Theological　and　philosophica｝　bac｝〈grounds　in－

tenshied　the　differences　between　those　with　their　two　vjsions　of　the　Chui’ch．

Their　dfferences　became　clearer　in　the　process　of　creating　the　1919　Enabkng　Act，

especially　in　the　dispute　over　the　franchise　for　the　newly　established　Church

Assembly，　which　would　determine　the　scope　of　Church　membership．　ln　the　estab－

lishment　of　the　Enabling　Act，　Temple’s　vision　was　adopted．　This　vision　of　the　new

Church，　reconfirmed　at　the　COPEC　（Confeyence　on　Christian　Politics，　Economics

and　Citizenship）　of　1924，　imparted　a　vital　influence　on　Christian　Socialism　and　the

Ecumenical　Movement　in　the　inter－war　period．
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